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1 本書は、一般国道36号恵庭バイパス建設工事及びユカンボシ川小規模改修工事に伴い、財団法人
北海道埋蔵文化財センターが調査を実施した、恵庭市ユカンボシE4遺跡の埋蔵文化財発掘調査報

告書である。

2 本書の編集は、発掘調査を担当した調査第1課の鬼柳彰、田才雅彦、鎌田望、倉橋直孝が行っ
た。文責者は、次のとおりである。鬼柳彰 1 ･Ⅱ．Ⅶ、鎌田望Ⅲ－4-1)の1群～5群、
Ⅳ－2－1)、V－1-1)のTP-1 ． 5，V－2-1)、倉橋直孝V－1-1)のTP 4o

Ⅲ 3は調査第2課の花岡正光が執筆した。

焼成実験については木村哲朗氏に執筆を依頼した。

植物遺体については吉崎昌一氏に執筆を依頼した。

上記以外については、田才雅彦が執筆した。

3 整理後の遣物写真撮影は、調査第1課の越田雅司が担当した。火山灰の分析については、調査第

2課の花岡正光が担当した。

4 実測図の縮尺は、次のとおりである。竪穴1 ：40、 Tピット(TP)・土壌(P) ・焼土(FP)

1 ： 20、 復元土器 1 ： 4、 土器拓本 1 ： 3、 剥片石器1 ： 2， 礫石器1 ： 3

5 写真図版のうち、遺物に付した番号は次のとおりである。番号のみのものは実測図及び拓本の図

番号に同じ。No､は、一覧表の番号に同じ。 ( )は、遺物取り上げ番号。

6 植物種子等の同定は、道南文化財研究所に委託した。

7 焼成実験については、木村哲朗氏の協力を得た。

8 調査にあたっては、下記の機関及び人々の助言と協力を受けた。 （順不同、敬称略）

恵庭市教育委員会、恵庭市郷土資料館、広島町教育委員会、小樽市教育委員会、余市町教育委員会

上屋真一、松谷純一、佐藤幾子、清水雅男、木村哲朗、石橋孝夫、工藤義衛、中島孝幸、乾哲也、

大谷敏三、田村俊之、高橋理、豊田宏良、土屋周三、石神敏、大島秀俊、宮宏明、菊池徹夫、

大塚和義、梅原達治、Mikhail-Mikhailovich-Prokofiev、平川善祥、山田悟郎、小林幸雄、出利

葉浩二、右代啓視、手塚薫、野中一宏、北沢実、佐藤一夫、宮夫靖夫、工藤肇、鈴木祥栄、

加藤邦雄、上野秀一、羽賀憲二、仙庭伸久、吉崎昌一、椿坂恭代、工藤利幸、高橋與右衛門、中川
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 ．調査要項

遣跡名 ユカンボシE4遺跡（北海道教育委員会登載番号A 04-5)

この調査は、以下に示すとおり2件の事業に伴い実施されたものである。

1）事業名 一般国道36号恵庭バイパス建設工事用地内埋蔵文化財発掘調査

事業委託者 北海道開発局札幌開発建設部

所在地 恵庭市戸磯401-24ほか

調査面積 4,268㎡

調査期間 平成3年4月16日～平成4年3月27日（発掘平成3年5月7日～7月31日）

2） 事業名 ユカンボシ川小規模改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

事業委託者 北海道札幌土木現業所

所在地 恵庭市戸磯401-25

調査面積 102nf

調査期間 平成3年4月16日～平成4年3月27日（発掘平成3年8月1日～8月10B)

2．調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 敏保

春男

福彦（平成3年6月1日から）

庄吉

知忠

彰（発掘担当者）

雅彦（ 〃 ）

望

直孝（平成3年7月1日から）

理事長

専務理事

常務理事

業務部長

調査部長

調査第一課長

主 任

嘱 託

ノノ

山

田

村

藤

田

柳

才

田

橋

寺

永

中

伊

森

鬼

田

鎌

倉

3．調査に至る経緯

恵庭市の市街中心部を通過する国道36号は、これにほぼ平行して走るJR千歳線や北海道縦貫自動

車道とともに、道央部の主要交通路の一つであるが、年々交通渋滞が激しくなり、事故も多発するな

どの問題が顕著になっている。このため札幌開発建設部は市街地を迂回するバイパスを計画、実施調

査を行ってきたが、昭和61年度に北柏木町と戸磯町の間を結ぶ総延長8,240mの恵庭バイパスを事業

化、翌62年度には工事に入った。一部はすでに完成し、供用されている。

昭和62年1月、恵庭バイパス建設に伴う埋蔵文化財保護のための事前協議を受けた北海道教育委員

会は、同年5月から工事用地内全域について埋蔵文化財包蔵地所在確認調査を実施した。工事用地に

かかる周知の遺跡は隣接するものを含めて、西島松1 ． 2、柏木川9 ．11、漁川1、カリンバ4、ユ

カンボシE4 ・E5の8カ所であったが、所在確認調査の結果から、西島松2と柏木川9を除く6遺

跡について範囲確認調査（試掘調査）が行われた。これらの確認調査を経て、柏木川11、ユカンボシ

E4 ・E5の3遺跡が記録保存のための発掘調査の対象になったものである。柏木川11遺跡の発掘調

査は平成元年度、恵庭市教育委員会が実施している。
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I 調査の概要

ユカンボシE4遺跡の主体部は、昭和57年5月に行われた恵庭市教育委員会による分布調査で、今

回調査したバイパス建設用地から200mほど南西側にあることが判明していた。 しかし、所在確認調

査の結果、本遺跡はユカンボシ川に沿って北東側へ大きく広がっている可能性が強いことから、平成

2年5月、工事用地内の範囲確認調査が行われた。この調査により、縄文時代早期から中期及び擦文

時代の土器片と落し穴(Tピット）が検出されたことから、本遣跡の広がりが明らかになり、今回の

発掘調査が実施されることに決定した。

一方、札幌土木現業所は、平成元年度よりユカンボシ川の洪水防御工事を下流の千歳市側において

実施している。 この工事に伴う所在確認及び範囲確認調査は昭和61年度、千歳市に所在する8カ所の

遺跡について実施された。千歳市教育委員会は昭和63年度から今年度にかけて、 5カ所の遺跡の発掘

調査を順次進めてきたが、来年度を以て、 この工事に関わる一連の調査を終了する予定である。ユカ

ンボシ川洪水防御工事は今後、上流の恵庭市側（国道36号まで）でも進められる計画であるが、恵庭

バイパスと交差する部分については、あらかじめ工事を実施する必要があることから、札幌土木現業

所は、札幌開発建設部と同時に洪水防御工事にかかわる部分の発掘調査を当センターに委託した。

以上のように、今回の調査は2件の工事原因に関わるものであるが､同一遺跡であることから、発掘調

査は連続して行った。本書では、両調査区を図示（図Ⅲ－1）する以外、本文中では区分していない。

今年度は対岸のユカンボシE5遺跡B地区の一部についても発掘調査を実施したが、 これについ

ての報告は、来年度に計画されている最終調査後に行う予定である。

4．調査結果の要旨

今回のユカンボシE4遺跡における発掘調査では、縄文時代から擦文時代に及ぶ各時期の資料が検

出された。ほかに、明治期のものとみられる掘立柱建物跡が発見されている。遣構・遺物の数量をみ

ると、縄文時代早期から後期と擦文時代のものが多くを占めている。

検出された焼土のなかには、焼けた黒曜石の剥片類を含んでいることなどから、石器製作に関連す

るものと推定される例がある。 6基のTピットのうち、南北方向に列をなす4基は長円形で、墳底に

杭跡がみられる。床面から5個体の擦文土器が出土した竪穴は、平面形が通例と異なり、柱穴やカマ

ドをもたないことから、住居とは異なる目的で掘りこまれたものと推定される。また、遺物包含層中

からは擦文土器に伴い、 50個あまりのラウンドスクレイパーが出土している。

調査区北部には、ユカンボシ川にほぼ平行して走る大小の地割れが検出されており、一部は遺構と

重複している。

表1－1 遺構・漬物点数一覧

上器(破片） ｜剥片石器｜ 礫石器 ｜ 剥片 ｜ 礫
2,041 1 拍一 ｜ 、ネー mm l 、～

195 qlR 6610
r1rln

遺構

縄文時代早期

前期
ULU 土壌4基、焼土16カ所OO乙

320

~4,062中期

後期

落し穴(Tピット)6基、

焼土18カ所
47 28 118 1

1,525

晩期

続縄文時代

42

~284
擦文時代

不明

1,648

509

10,431

利
一
８
｜
｜
廻

３ 389

6295

13,412

竪穴1基、焼土17カ所5

計 346 338

この他に礫の接合資料が59個体ある。掘立柱建物跡2棟とこれに関する遺物は除く。
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Ⅱ遺跡の環境

Ⅱ遺跡の環境

1 ．遺跡の立地と歴史的環境

本遺跡は恵庭市の南部から千歳市北部を流れるユカンボシ川の両岸に連続して分布する遺跡の一つ

である。ユカンボシ川は恵庭市の市街地南方に今も原始林の景観を残す恵庭公園内の湧水を源とし、
といそ おさっ

国道36号・JR千歳線を越え、恵庭市戸磯町から千歳市長都町にかけて広がる田園地帯を東流、千歳

川の支流の長都川に注ぐ。流路6.2km、川幅は2～4mほどの小河川である。ユカンボシE4遺跡は水

源から約2.5km下流の右岸に位置している。本遺跡付近を含む上流部は、まだ改修工事が行われてい

ないことから、流路は自然のまま、小さく蛇行をくりかえしている。

本遺跡の範囲はユカンボシ川右岸沿いに南北約400m、東西100～200mの広がりをもっている。今

回の発掘調査区はこのうち最も下流の地点にあたる。調査区を含む周辺は主に畑として利用されてい

る。地表にはわずか起伏があるが、全体的にはほぼ平坦である。調査区の標高は約20m、北側に南26

号、東側には東2線道路が走り、 ここより約0.6km東の東3線道路からは千歳市に入る。遺跡は市街
いざり そらいま

地や国道、鉄道からも数kmはなれており、田園風景が広がっている。西方には恵庭岳、漁岳、空沼岳
うまおい

などの山並みを望み、東方には馬追丘陵や夕張山地が眺望できる。

ユカンボシ川は調査区のところで、わずかに北側へ屈曲しており右岸は水流で削られて、急傾斜の

崖になっている。遺跡が立地する畑は水面から約3mの比高がある。これに対して左岸沿いは幅40m

ほどの氾濫原低地で、右岸より2mほど低くなっている。両岸にはヤチダモ、ハンノキ、ヤナギなど

の灌木が生い茂っている。左岸から約200mはなれて国有保安林が開拓以前の原始林の姿を残し、そ

の隣には「美人湯温泉キリマンジャロ」の大鳥居がある。
しこつ

恵庭市の地形は北側の広島町や南隣する千歳市とともに、西部は支笏湖の北側にそびえる恵庭岳

(1,320m)や空沼岳(1,254m)、漁岳(1,318m)などから続く山地、東部は石狩平野の南端部にあた

る平地からなっている。山地からはママチ川、長都川、漁川、島松川などの急流がそれぞれ支流をあ

つめて東流し、石狩平野の中央部を北流する千歳川に注いでいる。千歳川は支笏湖東岸に源を発し、

千歳市を東流したのち石狩平野に出て、恵庭市と長沼町の境を北流、広島町．南幌町を経て江別市で

石狩川に合流する。流路延長108km、石狩平野南部では最大の支流である。

平野の西端部を山裾に沿って国道36号とJR千歳線が縦断し、丘陵部にはこれにほぼ平行して北海

道縦貫自動車が走っている。市街地は丘陵裾部に発達しており、千歳川左岸に至る平野部には畑や水

田など耕地が広がっている。北海道内では温暖な気候の地域であるが、夏の気温は30｡C前後、冬は

-14･Cから-25｡Cまで下がり、積雪量は70～90cmをはかる。

この地方の地質は、第三紀層を覆う火山性の堆積物からなっている。これらは支笏湖を含む周辺の

火山群の噴出物である。地表近くには支笏湖の南側にある樽前山(1,103m)を噴出源とする降下火

山灰層が3層みられる。上層から1739年に降下したTa a層、 1667年のTa-b層、西暦紀元前後ころ

に降下したと推定されているTa c層である。 これらの火山灰層は遺跡の調査において、遺構・遺物

の年代決定の指標の一つになっている。今回の発掘調査区では、 このうちTa-a層が耕作土に混って

遣物包含層の上に厚く堆積しているものの、b・c層はほとんどみられない。

この地域には、 ｜日石器時代から擦文時代・中近世に至る各時期の遺跡が多数分布しており、古くか

ら人間の足跡がうかがえるが、文献史料として具体的にあらわれるのは、江戸期の交易場所としてで

ある。当時、大平洋側の勇払川、厚真川、鵡川流域と千歳川上流域には「シコツ十六場所」と総称さ

３



Ⅱ遺跡の環境

図Ⅱ－1 ユカンボシE4遺跡の位置（○印）と周辺の地形

(この地図は、国土地理院発行5万分1図「恵庭」・「千歳」を複製したものである。 ）
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Ⅱ遺跡の環境

れる各場所があり、アイヌの人たちと場所請負人との間で諸産物の交易が行われていた。千歳川には
もいざり

今も多量の鮭が湖上するが、当時の主たる交易品も鮭を干したものであった。今の恵庭市島松、茂漁、
いざり

漁と千歳市北部の長都にはそれぞれ場所があって、場所請負人によって支配されていた。江戸末期に

は一時、幕府の直捌制を経て場所請負制は明治初年まで続いた。

当時の交通路は場所請負人によって開削された道路と千歳川を利用した水上交通であった。明治6

年、函館と札幌を結ぶ洋式馬車道、札幌本道が開通した。今の戸磯町には明治19年、山口県から7戸

が入ったという。ユカンボシE4遺跡付近を含む戸磯町の大半は当時長都村に属していた。明治29年

の仮製5万分の1図によると、号線道路はまだなく、札'幌本道とこれから千歳川岸の釜加へ通ずる道

や、 この道から分かれてユカンボシ川を越え札幌本道のポンオサツヘ続く道がみえる。戸磯町内会発

行の『戸磯百年のあゆみ」によると、前者は「カマカ街道｣、後者は「ポンオサツ里道」と呼ばれて

いたらしい。さらに、ユカンボシ川、長都川のほか、カリンバ川、ユカンボシ川の支流トイソ川や無

名の小川など、今は明瞭な河道がみられない川も描かれており、 これらの川沿いや千歳川左岸近くに

は、いたるところに湿地があったらしい。明治26年、千歳原野植民地区画割が設定されているが、同

42年発行の修正仮製5万分の1図には、大まかな号線道路が描かれている。この地図によれば、基線

と南26号道路が交差するあたりには「イカンボシ」という地名がみえる。

明治31年、長都村と漁村の間でそれまでの村界、カリンバ川から東3線に境界が変更され、ユカン

ボシ川上流部は漁村の管轄下に入った。明治39年には、漁村と島松村は合併して恵庭村となり、長都

村は大正4年に千歳村の一部となった。

千歳川は元来、大きく蛇行しながら北上しており、とくに恵庭市付近は常に洪水に雲われるところ
オサッ トー

であった。長都川と千歳川の合流地点には、かつて長都沼があり、周辺にも湿地が広がっていた。長

都沼は昭和26年から44年にかけて灌概排水工事が進められ、同時に千歳川の河道も新しくなった。

旧トイソ川は現在、水流をみることはできないが、今回、本遺跡に続いて調査したユカンボシE5

遺跡付近では、幅50mほどの低地になって残されており、その痕跡をたどることができる。前述の地

図や地表からの観察、空中写真等から、 この川は今の恵庭駅付近に源をもち、ほぼ東流してユカンボ

シE4遺跡から約0.5km下流でユカンボシ川に注いでいたものと推定される。近くに住む人たちの話に

よれば、昭和初期にはほとんど埋め立てられ、水田になっていたという。

この付近の地名はその大部分がアイヌ語に由来している。安政4年(1857)とその翌年この地域を

調査した松浦武四郎は、アイヌの人たちの集落の様子や川の名称について多くの記録を残している。

本遣跡付近については『戌午日誌」に次のように述べられている。 「トウシヤウ小石川急流也。此

川上土の滝が有る故に此名有と。 トイは土也、シヤウは滝のことを云り。此川より南の方皆ヲサツ川

すじえ落て、 ヲサシ沼え達する也。平地木立原を過てイカンブシ小川にして皆礁砂也。急流。其名

義、久敷振にて対面して喜びしと云儀、イカンフの靴りなるよし。 ヲサツ川巾五六間、是も砂川也。

此川すじの大河也と。其名義川巾はひろけれども、川口は乾て舟が入れがたしと云儀のよし也。本名

はヲサツテの由なり。 」ここにみえるトイシヤウは旧トイソ川、イカンブシはユカンボシ川、 ヲサツ

は長都川をあらわしていることはまちがいない。 『戌午日誌」の絵図ではトイソ川は今と同じ「トイ
（シ）

ソ」だが、ユカンボシ川は「イカンポシ」に、 「丁巳日誌」では「イカンフレ」となっている。ユカ

ンボシ川と旧トイソ川はその後も様々に表記されている。明治29年の仮製5万分の1図では、 「エカ

ンフ・ウシ」、 「トーウイソ」 、同42年の修正図では「イカンボシ」となっており、 ｜日トイソ川の名称

はなくなっている。長見義三著「ちとせ地名散歩」によると、ユカンボシ川は「yuk-ampa usi

シカ・がたくさんいる・所」と説明されている。 ~

5



Ⅱ遺跡の環境

2．周辺の遺跡

石狩平野南部に位置する恵庭市・千歳市とその周辺には、平野を囲む丘陵部や河川流域に多くの遺

跡が分布している。道内最古とされる石器が発見された祝梅三角山遺跡（祝梅下層遺跡）や縄文時代

後期の墓地として知られるキウス周堤墓群は千歳川右岸の丘陵裾部に位置している。

平野を流れる河川流域における遺跡の分布には著しい片寄りがみられる。千歳川本流では千歳市北

部の左岸に数カ所の遺跡が分布しているが、 これより下流では支流の河口付近以外にはみられない。

この地域で最も大きい千歳川の支流、漁川流域にも遺跡は数カ所しかない。これに対して、島松川に

合流する柏木川やルルマッフ．川、漁川に入る茂漁川、さらに長都川とその支流両岸には、それぞれま

とまって遺跡が分布している。とくに、柏木川両岸には恵庭市にある遺跡の半数以上を占める61カ所

がある。河川改修工事等で消滅したものも多いと推定されるが、このような遣跡のあり方は、千歳川

両岸や漁川下流域が本来低湿地で居住に適さず、小さな支流沿いの微高地に集落が営まれたことによ

るものと考えられよう。

大正11年、この付近を実地調査した河野常吉は、釜加遺跡、長都チャシ、キウス周堤墓群などにつ

いての記録を残している（宇田川1981)。昭和に入ると、曽根原武保と後藤寿一が茂漁川付近の「古

墳様墳墓」 （北海道式古墳）についての報告を「考古学雑誌』に発表している。 （曽根原・後藤1934)。

昭和30年代には千歳と恵庭の遺跡を多数調査した大場利夫、石川徹が、その結果を『千歳遺跡」と

『恵庭遺跡』にまとめている。昭和40年代からは、各種の開発に伴う発掘調査が増加する。恵庭市で

は縄文時代晩期や擦文時代初めの墓が調査された柏木川l遺跡（道文化財保護協会1969）や周堤墓

5基が発掘された柏木B遺跡（木村英明 1981）など大きな成果をみている。

長都川とその支流沿いには、 57カ所の遺跡が所在している。 このうち、ユカンボシ川両岸には、上

流の恵庭市に9カ所、下流の千歳市に14カ所の遺跡が並んでいる。水源付近にある恵庭公園遺跡は両

岸に計30数墓の竪穴住居跡がみられる擦文時代の集落跡である。昭和38年、大場利夫、石川徹はこの

遺跡の竪穴住居跡1基を調査して甕形土器や黒曜石のスクレイパーを検出している。水源より約2km

下流左岸のユカンボシE8遺跡は、昭和63年度恵庭市教育委員会によって調査が行われ、縄文時代早

期のコッタロ式土器や、後期の手稲式土器が多量に出土、竪穴住居跡も多数みつかっている。 この遺

跡は平成2 ． 3年度にも、対岸のユカンポシE3遣跡とともに調査が行われた。今回、当センターが

調査したユカンボシE4･E5遣跡は、 ここからさらに0.5～1kmほど下流に位置している。

千歳市長都町を東流するユカンボシ川の下流部では、昭和63年度から平成3年度にかけて、千歳市

教育委員会により、ユカンボシC2 ．C3．C5°C6．C8･C13の6カ所の遣跡の調査が行われ、縄文

時代後期・続縄文・擦文・中近世に及ぶ各時期の遺跡・遺物が発掘された。 このうちユカンボシC2

遺跡では、昭和44年にも石川徹が擦文時代の竪穴住居跡1基を発掘している。

ユカンボシ川以外の長都川支流では、湧舞川右岸のイヨマイ6遺跡の調査が平成1 ． 2年度、千歳

市教育委員会によって行われ、縄文時代から擦文時代の遺物が検出されている。 ｜日カリンバ川沿いの

カリンバ2遺跡では昭和61年度の恵庭市教育委員会による調査で、北大式土器を伴う土壌基45基が発

掘された。翌62年度の調査区では、 トコロ6類式土器を伴う竪穴住居跡がみつかっている。 この遺跡

の東側にあるカリンバ3遣跡は昭和51年から札幌大学により継続して学術調査が実施されており、続

縄文時代の竪穴住居跡や溝状遺構が発見されている。千歳市街北部にある千歳川左岸段丘上の末広遺

跡では昭和55年度から3次にわたる調査により周堤墓や擦文時代・アイヌ文化期の集落跡が発掘され

ている。
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Ⅱ遺跡の環境

図1－2は、明治29年製版の仮製5万分の1図「長都」の一部に北海道教育委員会の埋蔵文化財包

蔵地分布図（2.5万分1）「恵庭」 ・ 「長都」のうち該当する部分を同縮尺で重ね、遺跡の位置と範囲

をトレースしたものである。この図から本来の地形における各遺跡の立地条件がよみとれる。しかし、

河川と各遺跡の位置関係を、この図と道教委の分布図で比較してみると、多少のくいちがいがある。

これは、河川流路の変遷が大きく影響しているものと考えられる。明治29年の図と同42年の修正図で

も、小河川の流路はかなり変っている所がある。また、明治時代における小河川流路の測量精度に原

因する部分もあるものと考えられる。

→千歳市恵庭市←

~~~UUL０､､nm 唾
一

Ｃ
ｌ

‘gOOC

図1－2 旧長都村と周辺の遺跡(この地図ば国土地理院発行の明治29年製版｢仮製5万分の1図･長都｣を複製したものである｡ ）

各遺跡に付した数字は、P8 ･ 9の一覧表にある恵庭市と千歳市それぞれの登載番号のうち遺跡番号である。
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表Ⅱ－1 周辺の遺跡一覧（北海道教育委員会の埋蔵文化財包蔵地調査カードによる）
ユカンボシ川筋［エカンプウシ］

登載番号 名 称 種別

A O4－ 1 恵庭公園集落跡

2 ユカンボシE1 遺物包含地

3 ユカンボシE2 〃

4 ユカンボシE3 〃

名 称

恵庭公園

［ ］

発掘調査

S38大場利夫．石川徹

内は仮製5万分l図にある川名

文 献

｜大場･石川(S41) 「恵庭遺跡」

時 代

擦文

縄文。擦文

縄文・続縄文

縄文 H3恵庭市教委
囚

ユカンボシE4 続縄文・縄文 H3道埋文センター
ﾉノ

道埋文センター(H4)

「ユカンボシE4遺跡」

６
’
７
’
８

ユカンポシE5

ユカンボシE6

縄文

ノノ

″

｜

〃

ユカンボシE7

ユカンボシE8

″

｜

〃108 S63,H2. 3恵庭市教委 恵庭市教委(H1)

『ユカンボシE3遺跡」

A-03-3 ユカンボシcl 塘 基’ 縄文。 （アイヌ） S22頃河野広道

集落上ⅢユカンボシC2 縄文・擦文1 S44石川徹

S63千歳市教委

石川(S54) 「続千歳遺跡」

千歳市教委(S63) 『ユカンボシ2

遺跡発掘調査概報」

千歳市教委(H3) 『ユカンボシ2

遺跡発掘調査概要報告」

Hl千歳市教委

H2千歳市教委ユカンボシC35 縄文ノノ

千歳市教委(H3) 『ユカンボシ3 。

5 ． 6遺跡発掘調査概要報告」

6 ユカンボシC4 〃 ﾉノ

千歳市教委(H3) 「ユカンボシ

5 ． 6遺跡発掘調査概要報告」

庁

ユカンボシC5 H2 , 3千歳｢h教委
ノノ ﾉノ

遺物包含地

住居吐

遺物包含地

縄文･擦文｡ （アイヌ）

擦文

縄文・擦文

擦文

縄文・擦文． （アイヌ）

縄文

ノノ

8 ユカンボシC6

ユカンボシC7

ユカンボシC8

ユカンボシC9

ユカンボシC10

ユカンボシC11

ユカンボシCl2

ユカンボシCl3

ユカンボシC14

H2千歳市教委 ﾉﾉ

９
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ

咽

H3千歳市教委

集落hl

曠基 ？

遺物包含地

ノノ

〃

ノノ

３

４

４

４

２

２

~ ’
獅
一
籾

縄文。 （アイヌ）

縄文

H3千歳市教委

長都川筋［ヲサツ川

登載番号 称

１

２

３

４

５

６

７

８

ソ

ソ

ソ

ソ

ソ

ソ

ソ

ソ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

名

オ

オ

オ

オ

オ

オ

オ

オ

種別

塘基‘集落阯

集落吐

〃

遺物包含地

住居阯

遺物包含地

時 代

擦文｡ （アイヌ）

擦文

ノノ

縄文

縄文・擦文． （アイヌ）

縄文

擦文

発掘調査 文 献

A-03-13

14

晦
一
肥
一
Ⅳ

喝

四

別

大場・石川(S42) 『千歳遺跡」

″

〃 ノノ

（アイヌ）長都チャシ21 チャシ跡 S40千歳市教委（測量調査） 宇田川洋(S56)

「河野常吉ノート考古篇1」

都

都のチャシ

オサツ9

オサツ10

オーサツ11

遺物包含地

チャシ跡

集落跡

〃

〃

妬

祁
一
剛
一
回
唖

縄文

(アイヌ）

擦文

S41大場利夫.石川徹 大場・石川(S41) 「千歳遺跡」

ノノ

遺物包含地 縄文・擦文
1底Q
ユリ』 オサツ12 千歳市教委(S52)

『ウサクマイ遺跡群Ⅱ』

哩

郡

郡

坤

狩
一
諦
一
誇
一
識

噸
一
噸
一
噸
一
妬

縄文ノノ

ノノ

集落肚

遺物包含地

ノノ

擦文

縄文
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Ⅱ遺跡の環境

イヨマイ川筋［イヨマイ川二

献文発掘調査登載番号

A-03-22

23

24

25

時 代

擦文

縄文

擦文

縄文・擦文

種別

集落肚

遺物包含地

集落肚

ノノ

名 称

イョマイl

イョマイ2

イヨマイ3

イョマイ4

マクコード (S35) ｢Cultural

Sequences inHokkaido」

擦文 S28マクコード長都田中26 ノノ

S48吉崎昌一155 イヨマイ5 1遺物包含地’ 縄文・擦文

千歳市教委(H1) 『イヨマイ6遺

跡における考古学的調査（1） (2)」

S63千歳市教委イヨマイ6
ノノ

156
ﾉノ

ウラヨシオシマクオマップ川筋［ウラヨシオシマクオマップ］

献文発掘調査|登載番号｜ 名 称 種別 時 代

擦文集落hlA03-32 ウラヨシオシマ

クオマップ1

の、

｡＆ ウラヨシオシマ

クオマップ2

ﾉノﾀノ

シマコツナイ川筋［シマッコペ］

‐
登載番号

A－O3－27

28

29

30

31

文 献発掘調査時 代

縄文

ノノ

縄文・擦文

擦文

縄文

種別

遺物包含地

名 称

シマコツナイl

シマコツナイ2

シマコツナイ3

シマコッナイ4

シマコツナイ5

集落趾

遺物包含地

カマクンナイ川筋［カマクンナイ］

卜
登載番号｜ 名 称 ｜ 種別 ’ 時 代
A-03-34 1 カマクンナイ 住居趾 擦文

献発掘調査 又

’

カリンバ川筋［カリンバイトコ

献文発掘調査

S51, 57, 59木村英明

時 代

縄文・続縄文・擦文

縄文・擦文

登載番号 称

ン（3

ン（1

種別

集落趾

遺物包含地

名
一
加
加

AO496

104

恵庭市教委(S62)『力リンパ2遺跡』

恵庭市教委(H1)『カリンバ2遺跡

第1地点における調査』

続縄文 S61恵庭市教委

S62 〃

カリンバ2105 ノノ

縄文・続縄文

擦文

（アイヌ）

遺物包含地

集落阯

チャシ跡

カリンバ4

カリンバ

釜加のチャシ

lO6

A－()3-1

2

『千歳遺跡」大場･石川(S42)

S40大場利夫･石川徹 大場.石川(S42) 『千歳遺跡」

トメト川筋［トメム］

献発掘調査 文時 代

擦文

続縄文・擦文

擦文

種別

集落趾

ノノ

ノノ

登載番号

A-O3-38

39

40

名 称

l､メト川l

トメト川2

トメト川3

千歳川左岸

献文発掘調査時 代登載番号 名 称 ｜ 種別

千歳市教委(S56, 57､ 59)『末広遺跡に

おける考古学的調査(上） (下）(続)』

S55, 56, 59千歳市教委縄文・続縄文・擦文

擦文

集落跡末広A－O3－37

刈落

〃

集１

２

越

越

士
心
土
心

根

根

皿
一
岨 石川(S42) 『千歳遺跡』縄文・擦文

9



ⅡI 調査の方法

Ⅲ調査の方法

1 ．発掘区の設定

発掘区は、道路建設予定地の用地境界杭を基準と

して設定した（図Ⅲ－1)｡測量基点としたのはR72

杭で、 この点をX=0,Y=1とし、L72杭方向（東）

をX軸の正方向、R71杭方向（北）をY軸の正方向と

する座標を設定した。

グリッドは(X･Y)で表示する10m×10mの大グ

リッドを基本とし、各々の大クリッドをlm×1m

の小グリッド (xy) 100個に分割した。各グリッドの

表示は、大グリッドの場合、 1．0区、 2．4区、 4．10区

などとし、小グリッドを指す場合には、 1．0-00区、

4.10-55区などとした。

なお、Y軸の方位は、N 5o Eである。

各基準杭の座標は以下の通りである。

R72杭:X=-125,000.822、Y= 52,142.765

L72杭:X=-125,005.280、Y=-52,097.986

R71杭:X--124,981.458、Y=-52,141.082
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~
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~
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１
“
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糺
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ｖ
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）
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ｉ

ｌ
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９

８

７
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５

４

３

２

１

０

１

１

L

』

弟

ZgagJx

スクリーントーン部分は

河川改修に伴う発掘調査

の範囲

73

4

図Ⅲ－1 発掘区の表示

2 層序

調査区の土層図は西側壁面でとった（図Ⅲ－3 ． 4)。基本層序は以下の通りである。

I 層：表土（耕作土)。耕作機械によりほぼ南北方向に溝状の攪乱が走る。明治開拓期の掘立柱遣
構が確認されている。

I ′層：表土。ユカンボシ川への落ち際部分に残る崩落土。

a 層：白色火山灰。樽前a降下軽石層(Ta-a、 1739年降灰)。

Ⅱ層：黒色(図Ⅲ－4の細い破線より上の部分)ないし黒褐色士｡上面が擦文時代及び続縄文時代の

遺物包含層｡半ばが縄文時代中･後期の遺物包含層｡下面が縄文時代早･前期の遣物包含層。

Ⅱ′層：燈褐色土、樽前a降下軽石層の影響を受けたと思われるⅡ層で、部分的にみられる。

Ⅱ〃層：褐色土、地割れ中に部分的にみられる。

Ⅲ層：暗褐色ないし黄褐色土（漸移層)。上面が縄文時代初期の遺物包含層。

Ⅳ層：黄褐色土。なお、Ⅳ。V層の詳細については次項を参照されたいo

Va層：黄褐色大粒軽石。

Vb層：灰白色砂。

Vc層：青灰色細粒砂。

地割れ：発掘調査区の北側部分で、ユカンボシ川の流れと平行する方向に何条かの地割れが確認され

ている（図Ⅲ－5)。確認面は地表面．Ⅱ層．Ⅲ層と様々であるが、もっとも川に近い部分で

は地表面で上幅が5m以上にも達している。これらの地割れが起こった時期は一時期ではな

く、縄文時代以降何度か起こっていることが遺構などとの関係から判明している。
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Ⅲ調査の方法

図Ⅲ－2 発掘区の位置と周辺の地形

1］



’Ⅲ調査の方法

3 Ⅳ層とV層について

縄文時代早期の遺物包含層の下位には、Ⅳ層とした黄褐色土とv層とした軽石礫を含む砂層が認め

られる。Ⅳ層とV層の層界は漸移的である。Ⅳ層は岩相がEn-ローム（北海道火山灰命名委員会，

1982）に、V層の軽石は色調がEn-a(恵庭a降下軽石堆積物曽屋・佐藤1980)によく似ている。

En-ロームは千歳周辺地域でEn-a層の直上に発達する褐色土で、En-aを母材とする残積土のように

みえる。En-aは恵庭岳からほぼ東西方向に分布軸を有し、十勝平野にまで分布するテフラで、噴出

年代はほぼ13,000年から15,000年前に相当すると考えられている（曽屋・佐藤1980)｡

ここでは、Ⅳ層がV層の風化生成物であるか否か、Ⅳ層とV層の成因、さらにⅣ層とV層の軽石が

それぞれEn-ロームとEn-aの軽石に対比されるか否かを予察的に報告する。Ⅳ層とV層の特徴を明ら

かにするために、TP5 (図V-5)の地質断面試料から得られた細粒砂分以上の粒子について実体

顕微鏡下で検鏡し、粒子の種類・形状・量比を観察した。また、模式地附近（苫小牧市美沢11遺跡

北海道埋蔵文化財センター, 1988 ; p.16,図8)で採取したEn-ロームとEn-aを、Ⅳ層とV層の比較
試料とした。

1）構成粒子の特徴（表1）

Ⅳ層：中粒一細粒砂混じり粘土。単粒結晶は長石と輝石が多い。繊維状発泡の火山ガラスも多い。

角閃石を少量含む。石英がまれに認められる。その他、白色・灰白色の岩片、暗灰色・赤褐色のスコ

リアを含む。粒子はほとんどがangularであるが、 roundedな岩片も少量認められる。粒径1-3cm

のsub-roundedな軽石礫を含んでいる。 この軽石は黄榿色で、斑晶として長石・輝石を含む。気泡

は繊維状発泡で、かなり明瞭な定方向性がある。軽石はⅣ層上部に比較的多い。

V層：重鉱物がやや多く集積した砂の薄層(Vb層）と軽石礫が密集した層(Va層）との互層から

成る。Vb層は細礫混じり極粗粒一粗粒砂である。単粒結晶は長石と輝石が多い。他に、石英・角閃

石・繊維状発泡の火山ガラスを僅量含む。灰色・暗灰色の岩片を多く含み、絹状光沢の発泡の良い白

色軽石、赤褐色のスコリアが認められる。単粒結晶・軽石・スコリアはangularであるが、岩片は

roundedないし、well-rOundedである。軽石は黄榿色で、斑晶として長石・輝石を含む。気泡は繊

維状発泡で、部分的に網目模様をなす。気泡は弱い定方向性がある。Va層の軽石礫はroundedで、
最大粒径15cmに達する。

En-ローム：軽石混じり褐色粘土。砂粒の単粒結晶は長石・輝石が多い。石英・角閃石・火山ガラ

スをまれに含む。白色・灰白色の岩片を含む。単粒結晶、軽石、岩片ともangularである。軽石は黄
榿色で粒径1cm以下、やや軟い。

En-a軽石：堅硬な淡黄色の軽石で、斑晶として長石と輝石を含む。長石は外形が不明瞭で量が少

なく、輝石は量が多い。発泡度は良く、微細な球形状気泡が密集する中に、大きな球形状気泡が散在
する。

2） Ⅳ層とV層の関係と成因

V層の軽石礫はroundedであること、このような軽石礫を挟んでVb層がラミナ状に発達し、Vb層

中の岩片もroundedからwell-roundedを示すことから、V層は水成堆積物である。Ⅳ層はV層と比

較して、火山ガラスが著しく多いこと、軽石の発泡形態にやや差があること、軽石の粒径に著しい差

があることから、V層の風化生成物（残積土）ではないと考えられる。Ⅳ層中の岩片にはroundedな

ものが含まれることから、Ⅳ層も水成堆積物と考えられる。細粒物質から成る点で、 flood loam

(氾濫原士）であろう。Ⅳ層上部に比重の小さな軽石が多いのも、 flood loamのような浮流による運

搬物質であることを示すものであろう。V層は漁川の扇状地堆積物、Ⅳ層はユカンボシ川の氾濫堆積

12



Ⅲ調査の方法

物に相当すると思われる。

3） Ⅳ層とEn-ローム、及びEn-a軽石とV層の軽石との関係

Ⅳ層には火山ガラスが多いのに対して、En-ロームにはほとんど含まれない。また、上述のように

Ⅳ層は水成堆積物と考えられるので、Ⅳ層はEn-ロームには対比されない。En-a軽石とV層の軽石と

では、発泡形態に差が認められる。 したがって、V層の軽石の起源はEn-aではないであろう。

なお、En-ローム中にはまれに角閃石が認められる。En-a軽石には角閃石が含まれないことから、

En-ロームはEn-aの単純な風化生成物ではないと思われる。 この点について今後の検討が必要である。

引用文献

曽屋龍典・佐藤博之（1980） ：千歳地域の地質地域地質研究報告（5万分の1図幅)，地質調査所，

92pp.

北海道火山灰命名委員会（1982） ：北海道の火山灰23pp.

北海道埋蔵文化財センター（1988） ：新千歳空港用地内埋蔵文化財発掘調査報告書（第1分冊)~

26pp.

＊

表Ⅲ－1 Ⅳ層とV層の構成粒子の量比と特徴

火山

ｶﾞ ﾗｽ

粒子 単粒結晶
石英｜長石角閃石｜輝石

軽石の特徴・その他

｜単粒循晶･火山ｶﾗｽ：

剛陰僅|雛淵‘
色 調：黄榿色

円磨度: sub-rounded

気泡形態：繊維状，かなり明瞭
な定方向性あり

川鱗度|謡軍i縄職
｜副副職d,

色 調：黄榿色

円磨度: rounded

気泡形態：繊維状,部分的に網目

様,弱い定方向性あり

円磨度:angular
軽 石：黄榿色，粒径lcm>,

angular,長石・輝石
斑晶，微細球状気泡

岩片 軽石 スコリア
試料

Ⅳ層
！＋＋＋＋ ’ ＋＋＋＋＋十十 十

Ⅳ層軽石 卜十十

＋

Vb層 | -
十十＋＋＋＋十

V層軽石 ＋＋＋

＊＊

Enローム ＋＋＋_L－L
~I~I

「
~

淡黄色

angular
球形状

色 調

円磨度

気泡形態

＊＊

En-a軽石 ＋十十

~

＊ ：細粒砂以上 ＊＊ ：苫小牧市美沢11遺跡の試料十十十：頗る多い十十：多い＋：少ない

－：僅量 一：まれ
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Ⅲ調査の方法

4．遺物の分類

1） 土器の分類

今回の調査で出土した土器片は、縄文時代のもの8,499点（早期2,041点、前期320点、中期4,062点、

後期1,525点、晩期42点、時期不明509点)、続縄文時代のもの284点（後北式195点、赤穴式89点)、擦

文時代のもの1,684点の計10,431点である。

当埋蔵文化財センターでは、昭和51年以来修正を加えながら時期毎の区分を行ってきている。ここ

では基本的に従来の分類を踏雲し、本年度の調査結果及び近年の調査結果を考えあわせて以下のよう

に分類した。

I群縄文時代早期に属する土器を本群とする。大きく二つに分類される。

a類：貝殼腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。今年度の調査では出土していない。

b類：縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文のある土器群。更に四者に分けられる。

b1類：東釧路Ⅱ．Ⅲ式に相当するもの。今年度の調査では出土していない。

b2類： コッタロ式に相当するもの。

b3類：中茶路式に相当するもの。

b4類：東釧路Ⅳ式に相当するもの。

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器を本群とする。大きく二つに分類される。

a類：胎土に繊維を含む、厚手で縄文の施された円底・尖底の土器群。更に二者に分けられる。

a1類：網文土器に相当するもの。今年度の調査では出土していない。 ~

a2類：静内中野式に相当するもの。

b類：円筒土器下層式、大麻V式に相当する土器群。

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器を本群とする。大きく二つに分類される。

a類：円筒土器上層式、萩ケ岡1 ． 2式に相当するもの。

b類：天神山式、柏木川式、北筒式等に相当するもの。更に三者に分かれる。

bl類：天神山式、萩ケ岡3式に相当するもの。

b2類：柏木川式、萩ケ岡4式に相当するもの。

b3類：北筒式に相当するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器を本群とする。大きく三つに分類される。

a類：前葉の土器。余市式、手稲砂山式、入江式に相当するもの。

b類：中葉の土器。手稲式、靴澗式、エリモB式に相当するもの。

c類：後葉の土器◎堂林式、三シ谷式、御殿山式に相当するもの。

v群縄文時代晩期に属する土器を本群とする。大きく三つに分類される。

a類：大洞B･BC式に相当するもの。今年度の調査では出土していない。

b類：大洞C1 ・C2式、幣舞式に相当するもの。

c類：大洞A式、 タンネトウL式に相当するもの。

Ⅵ群続縄文時代に属する土器を本群とする。大きく三つに分類される。

a類：大狩部式、恵山式及びそれに平行するもの。今年度の調査では出土していない。

b類：後北式及びそれに平行するもの。今年度の調査では後北C2 ．D式と東北地方の弥生時代後期

に属する赤穴式が出土している。

c類：北大I ・Ⅱ式に平行するもの。今年度ユカンボシE5遺跡で北大Ⅱ式に属する土壌墓1基が

確認さているが、ユカンボシE4遺跡ではこの時期の資料は出土していない。
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Ⅲ調査の方法

Ⅶ群擦文時代に属する土器を本群とする。大きく四つに分類される。

a類：早期の土器群。北大Ⅲ式及び石附編年（1984）の擦文0 ． 1に相当する。甕の口頸部に段状

沈線あるいは横走沈線を廻らすもので、肩部が明瞭に張り出す。今年度の調査で確認された

竪穴はこの時期に属するものである。

b類：前期の土器群。甕の口頸部に横走沈線を廻らせ、縦あるいは斜めの沈線を組合わせるもので、

横走沈線より下側にも施文されるものがある。石附編集年の擦文Ⅱに相当する。今年度の調

査では出土していない。

c類：中期の土器群。甕の口縁部が受け口になり刻みが多様される◎頸部の沈線文は綾杉分化し、

貼付囲繧帯（豊田 1987）などがみられる。石附編年の擦文Ⅲ～Vに相当する。今年度の調

査では1個体が出土している。

d類：後期の土器群。石附編年の擦文Ⅵに相当する。今年度の調査では出土していない。

2） 石器等の分類

今回の調査で出土した石器等は、総数14,416点と方割礫接合資料59個体である。このうち縄文時代

早期・前期に属する遣物は、剥片石器類195点、礫石器類315点、方割礫接合資料58個体、方割礫・礫

332点、剥片6,610点の計7,452点と58個体、縄文時代中期・後期に属する遺物は剥片石器類47点、礫

石器類28点、礫1点、剥片118点の計194点、擦文時代早期に属する遺物は、剥片石器類71点、礫石器

類3点、方割礫接合資料1個体、方割礫3点、礫2点、剥片389点の計468点と1個体である。又、時

期の特定できない遺物として、石鑛片3点、削・掻器1点、R・F4点、剥片6,295点がある。

州十器種は、石鍼、石槍、彫器、模形石器、石錐、 ラウンドスクレイパー、つまみ付きナイフ、削・

掻器、R・F、U・F、石核、原石、スポール、剥片、砕片、石斧、すり石、砥石、たたき石、石皿、

台石、板状礫、石製品、方割礫、礫がある。以下特徴的なものあるいは略語について個々に記す。

石槍：尖頭器類のうち重量が5g以上のもの。石鈷との区分はしていない。

彫器：スポールとともに|日石器時代に属する可能性もあるが、今回は縄文時代早期に含めて報告する。

ラウンドスクレイパー：肉厚で礫皮を残し円形を呈するものが一般的であるが、刃部が一部にしか作

出されていないエンドスクレイパー状のものや、薄手ものなどもあり、一括して扱う。

削・掻器：つまみ付きナイフ、 ラウンドクスレイパーを除いた削器・掻器を一括している。

R･F(retouchedflake) :二次加工(retouch)のある剥片。器種の特定できない各種石器類の未製

品・破損品を含む。

U･F(utilizedflake) :使用痕（肉眼での識別による）のある剥片。

F･C集中：剥片(flake) ・砕片(chip)が集中して出土した地点。

縞頁岩：木目状の白い縞がみられる珪質の頁岩で、珪化木の可能性がある。一般の頁岩・珪質頁岩と

区別するために縞頁岩とした。なおこの原石は、現在でも漁川上流部で採取できることを、札幌

市埋蔵文かセンターの羽賀憲二氏から御教示いただいた。

板状礫：厚さ6cm未満の板状を呈する礫。石皿・台石の素材として、あるいはそのまま台石的に用い

られたものと考えている。

方割礫：様々に割られた（割れた）礫で、焼けているものが目立つ。ワッカオイ遺跡の報告（1977）

で､飽津が注目した「方割石」ほど割れ方に方向性はみられないが、 「方割石」の細分に準じ、

破断面の数によってB型（1面)D型～(4面）とその他の破片に細分した。なお破断面0のA型

は、礫として扱っている。
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

復元土器(中茶路式・中野式）

灘

蕊鱗

方割礫接合資料
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

1 遺構

縄文時代早期・前期の遺構としたものは、Ⅲ層上面及びⅡ層下面で確認されたもので、土壌4基、

焼土16カ所がある（図Ⅳ－1) ｡

1） 土壌（図Ⅳ－2）

4基の土墳はいずれもⅢ層上面で確認されたもので、ほぼ円形のプランを呈し、小型で浅い。覆土

はⅡ層とⅢ層が入り混じった土である。遺物はP3の覆土中に方割礫が含まれていたのみで、土壌自

体の時期を決定することは出来ない。 しかし、周辺の遺物、確認レベル等からP3 ． 4とFP12～15

は互いに関連する遺構と考えられ、FP12内から得られた土器片が東釧路Ⅳ式土器であることから、

P3 ． 4は東釧路Ⅳ式期の土壌と判断し、P1 ． 2についても一応同時期のものとしておく。なお、

これらの土墳及び焼土と遺物との関係については第Ⅷ章で詳述する。

2）焼土（図Ⅳ－2～5）

焼土は16ケ所が確認されており、FP1以外は調査区北半部に位置する。確認面はFP12と16の一

部がⅡ層中にあるほかは全てⅢ層上面である。なお、焼土の土は攪乱部分を除き全て採取し、 フロー

テーションを実施して、微細遺物の検出に努めた。以下、個々にその知見を記す。

FP1 比較的良く焼けており炭化物を含んでいる。ほかに遺物はない。

FP2 FP3 ・ 4と近接し、ほぼ同一レベルで確認されている。中央部分は比較的良く焼けており、

フローテーションで炭化したクルミの内果皮片が確認されているほか、黒曜石剥片1点がある。

FP3 最も小さな焼土で、焼けはあまり良くない。遺物は確認されていない。

FP4焼けは弱く、遣物も確認されていない。

FP5 FP6と近接し、ほぼ同一レベルで確認されている。焼けは弱く、遺物も確認されていない。

FP6 比較的良く焼けており、 フローテーションで炭化したクルミの内果皮片が確認されている。

FP7 焼けはあまり良くない。遺物は黒曜石剥片1点がある。

FP8 最も良く焼けている焼土で、厚さも20cm以上ある。遣物は焼けた石斧片2点、黒曜石の剥

片14点（うち13点が焼けている） 、縞頁岩の剥片27点（うち23点が焼けている）がある。

FP9 比較的良く焼けており炭化材がみられる。ほかに遺物はない。

FP10比較的良く焼けており、 フローテーションで炭化したクルミの内果皮片が確認されている。

FP11 焼けは弱く、遺物も確認されていない。

FP12土壌の項で触れたように、ユカンボシ川への落ち際近くで確認されたFP12～15及びP3 ･

4は同一時期のものと考えられる。FP12の焼けはあまり良くない。焼土中からは東釧路Ⅳ式

土器2片（接合、図Ⅳ－5）が、焼土上からは方割礫3点（接合、図Ⅳ－5）が出土している。

FP13良く焼けて締まっており、厚さも25cm以上ある。黒曜石剥片4点が出土している。

FP14良く焼けて締まっている。厚さは10cm程であるが、焼土中及び焼土上から方割礫3点（う

ち2点が接合、図Ⅳ－5） 、焼けた頁岩の剥片3点、黒曜石剥片17点（うち5点が焼けている）

が出土しているほか、周辺にも方割礫、たたき石、すり石などが分布している。

FP15良く焼けて締まっており、厚さは15cmである。焼土中からの出土遺物は焼けた黒曜石剥片

1点であるが、すぐ南側にF・C集中があり、周辺には剥片石器類が多くみられる。

FP16最も大きな焼土であるが、焼けは弱く締まっていない。地割れにより開いた部分に木の根が

入り込み攪乱が著しい。遺物は焼けた黒曜石剥片2点がある。

焼土のうち、遺物が全く確認されていないのはFP3 ． 4 ． 5 ．11の4カ所で、他は何らかの遺物

が含まれている。以下に整理すると、FP1 ． 9は炭化材ないし炭化物のみが確認されているもの。
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Ⅳ縄文時代早期。前期の遺構と遺物
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物
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表Ⅳ－1 焼士出土石器等一覧

遺物No. ’ 備 考
446,447聾は2点一格

490,497,498"(儒臘)､鮒て咽
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584,593梯､隙|知'5

迦
一
如
郷
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…~~~二~
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迦
一
岬
鋤
幽

關

１

２

３

個哩
叩

曄

恥

蠅

焼土No.
FP8

FP12

FP14

FP14

種別 ｜ 石質

石斧片
方割礫B

桔
濡

方割礫c l安山岩
方割礫破片｜泥岩

□‘
図Ⅳ－5 焼ナ出十の石器類

FP2 ． 6 ･10は炭化したクルミの内果皮片が確認されているもの。FP7 ． 8 ．13～16は黒曜石や

縞頁岩の剥片（焼けているものを含む）が出土しているもので、この他、FP8からは焼けた石斧破

片が、FP12からは土器片が、FP12．14からは焼けた方割礫が出土している。焼土の状態をみると、

もっともよく焼けているものはFP8で、良く焼けて締まっているものに、FP1 ． 2 ･ 6 ． 9 ･10･

13～15があり、焼けの弱いものにはFP3～5 ． 7 ．11．12･16がある。焼けが良くクルミの内果皮

片が出土しているFP2、 6， 10と、焼けの弱いFP3 ． 4， 5 ． 7， 11はそれぞれが近接しており、

焼けの良いものを中心とし、それから派生ないし廃棄されたひとまとめの焼土と考えられる。FP8

は、多くの焼けた剥片類が出土しており、中に石斧片も含まれていることから石器製作に関る焼土と

考えられる。残念ながら図Ⅲ 5に示したように、直ぐ北側部分に擦文期の竪穴が彫り込まれており、

地割れも走っているため周辺の遺物との関係が充分に捉えられていない。

なお、FP12～15をはじめ、焼土個々の時期や遺物との関係については第Ⅷ章で詳述する。
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

2 包含層の遺物
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W縄文時代早期・前期の遺構と遺物

I群b2類土器（図Ⅳ－8 1～8)

コッタロ式は9点出土している。調査区の東側と南側に散在する。絡条体圧痕文の施されたもの

（1～6） と結束のみられるもの（7 ． 8）がある。 1 ． 2は丸い軸に細い2本の紐を交互に右巻と

左巻に交差させて巻いた原体によるもの、 3～6は丸い軸に細い紐を巻いた原体によるものである。

I群b3類土器（図Ⅳ 7－1～3、図Ⅳ－8－9～35)

中茶路式は714点出土している。調査区北半の西側と中央部東側、南西端に分布する。調査区外の

東と南西にさらに広がると思われる。 1.0区、2．8区、4.8区、 5.6区に集中がみられる。

図Ⅳ－7－1は間隔の広い扁平な貼付帯の間にRL+LRとLR+RLの結束羽状縄文が施され、

貼付帯の上下が擦り消されている。器面には黄褐色の部分と黒褐色の部分がある。内面は、なで調整

され暗褐色で、部分的に炭化物が付着している。 2．8－31区より出土した。 2は2つの頂部をもつ上

面観楕円形の深鉢形土器である。口縁には小突起が並んでいる。横環する貼付帯を縦の短い貼付でつ

ないでいる。縦、斜めの貼付も施されている。横環する貼付帯の間には、短縄文、 2段のRLの圧痕、

細い軸に2本の紐を交互に右巻と左巻にした原体による絡条体圧痕文が施されている。口縁にも同様

の絡条体圧痕文が施されている。底部付近にはRLの斜行縄文が施されている。器面は茶褐色で口縁

の一部は黒褐色。内面は、なで調整され黒褐色、底部は暗褐色である。内面の口縁部から底部付近ま

で炭化物が付着している｡ 2．8-52区より出土した。 3は口縁に2つの頂部をもち、上面観と底面が

楕円形の土器である。間隔の狭い扁平な貼付帯の間にR原体の短縄文を施し、底部付近にRLの結束

による綾絡文をめぐらせている。器面には燈褐色の部分と黒褐色の部分がある。内面は、なで調整さ

れ褐色で部分的に炭化物が付着している。 2．8‐41区より出土した。

I
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図Ⅳ－7 包含層出土の土器 1 (Ib-3, na)
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W縄文時代早期・前期の遺構と遺物

図Ⅳ－8－9～11は絡条体圧痕文が施されているものである。 9は口縁がゆるい山形をなす。丸い

軸に細い2本の紐を交互に右巻と左巻にした原体による鋸歯状の絡条体圧痕文が施されている。 10は

口縁貼付帯の下に丸い軸に細い紐を巻いた原体による絡条体圧痕文を横環させている。口縁と内面に

炭化物が付着している｡ 1lは貼付帯の間に、細い絡条体による押し引き風の圧痕が施されている。

12～16は結束羽状縄文が施されているものである。貼付帯に施文されているもの（12)、貼付帯の

間から貼付帯に施文されているもの（13．14)、貼付帯の間に施文されているもの(15．16)がある。

12は扁平な貼付帯にRL+LRの結束羽状縄文が施され、貼付帯の間が擦り消されている。 13～16は

羽状縄文を施してから貼付帯の上下を擦り消している。 13．14．16はRL+LR結束羽状縄文が口縁

まで及んでいる。 13．14の貼付帯は扁平で施文によりつぶれている。内面はいずれもなで調整されて

いる。 14は内面に炭化物が付着している。 2．8 ‐22区から出土した。 15はLR+RLの結束羽状縄

文が施され、口縁に縄端の圧痕が2列施されている。 16は内面がなで調整されている。

17．18は斜行縄文が施されているものである。 17は断面三角形の貼付帯の上からLRの斜行縄文が

施されている。 18はLRの斜行縄文を施した後で、口縁のやや下を帯状に擦り消している。

19～26は貼付帯の間に短縄文が施されているものである。 19は口縁にも短縄文が施され、貼付帯の
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W縄文時代早期・前期の遺構と遺物

上下が擦り消されている。 20．21の口縁には条の細いRLの斜行縄文が施されている。 20には斜めの

貼付もみられる。器面は暗灰褐色。内面がなで調整されている。 22は口縁にも短縄文が施されている。

貼付帯の断面は三角形である。内面は、なで調整され炭化物が付着する。 23は貼付帯が微隆起線状に

なり間隔が狭い。 24は間隔の狭い扁平な貼付帯にまで施文が及んでいる。口唇断面は角形である。器

面・内面とも磨かれている｡ 25は断面三角形の貼付帯と口縁を短い縦の貼付でつないでいる。口唇に

は小突起が並んでいる。 26は器壁が薄く、間隔の狭い扁平な貼付帯の間に短縄文を密に施している。

27．28は縄線文が施されているものである。口縁に短縄文を施し、縄線文の間を同じ原体による短

縄文で埋めている。縄線文は27が2段の縄による2条単位、 28が2段の縄による1条と3条単位であ

る。 28の内面には部分的に炭化物が付着している。

29～33は胴部である。 29は縄端による刺突が施されている。器面は暗燈褐色、内面は黒褐色で部分

的に炭化物が付着している。 30～33は魚骨回転文が施されている。 30．31には断面が丸みを帯びた貼

付帯が横環する。30の器面は黒褐色、内面は暗黄褐色である。 1.6-96区より出土した｡ 31の器面は

燈褐色、内面は暗褐色で部分的に炭化物が付着している。 2.2-43区より出土した｡ 32．33は同一個

体と思われる。器面、内面ともに薄茶褐色である。 32は3.5-54区、 33は3.5-60区より出土した。

34～40は底部である。角形のもの（34～37） と丸みを帯びたもの（38～40)がある。 37はやや張り

出す。 34の器面には一部に炭化物が付着する。内面は黒褐色で部分的に暗黄褐色。38の外面は暗褐色、

内面は黒色で炭化物が付着する。内面の底は褐色である。 2．8‐52区より出土した。

I群b4類土器（図Ⅳ 9 1～32)

東釧路Ⅳ式は1020点出土している。調査区北半と南西端に分布する。 1.0区、 1．6， 2･6区、 1．7， 1．

8区、 2．8区、3．9区、4.8区、の6カ所に集中がみられる。ユカンボシ川に近づくにつれて新しい段階

のものが多くなる傾向がある。

l～9は比較的薄手で古い段階のものである。 1は細い原体による2条単位の綾絡文と自縄自巻の

原体によるRL+LRの羽状縄文が交互に施されている。口唇は薄く尖り気味で体部に向かって厚み

を増す。器面は黒褐色の部分と暗茶褐色の部分があり、内面は暗褐色である。 1.6-80,1.6-92,2.5‐

12, 2.6-12区より出土している。 2は口唇がやや内傾し、 自縄目巻の原体によるRL+LRの羽状

縄文が施される。器面は黒褐色、内面がなで調整され暗褐色である。 3は口縁部にLRの短縄文が施

されている。器面、内面ともに燈褐色。 4は口縁にRLの短縄文が施されている。口唇は同じ原体に

よる圧痕で刻まれている。器面、内面ともに暗灰褐色である。 5 ． 6 ． 8は口縁に太めの自縄自巻の

原体によるRL+LR羽状縄文が施される。 7は自縄自巻の原体によるRL+LR羽状縄文とみられ

る縄文が施され、口縁に短縄文が加えられている。 9には条の太いRLの縄文が施されている。

10～18は比較的厚手で新しい段階のものである。 10は自縄自巻の原体による撚糸文風のRL+LR

羽状縄文が施されている。口唇はやや厚く、断面は丸みを帯びた角形である。器面は暗褐色、内面は

黒褐色で部分的に炭化物が付着している。 11.12は口唇が角ばり、自縄自巻のLR+RL羽状縄文が施

されている。 11の器面は暗茶褐色、内面は暗黄褐色。 12の器面は茶褐色、内面は暗茶褐色で部分的に

炭化物が付着している。 1.6-92, 2.6-44, 2.6-52、 2.6-54区より出土した。 13～15は内面にも施文さ

れている。 13．14は口縁にRLの短縄文と横走気味のRL+LR羽状縄文と思われる施文が認められ

る。内面にも縄文が認められる。 15は13． 14より薄手で口唇は丸みを帯びる。器面には自縄自巻の原

体による横走気味のLR+RL羽状縄文が施されている。内面にはRLの斜行縄文が施されている。

16． 17は同一個体である。口縁部が薄く体部がやや厚手で、器面に自縄自巻RRL+LLRの原体に

よる2条単位の撚糸文風の縄文が施されている。口唇・口縁には同じ原体の縄端による圧痕が施され

｜
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遣構と遺物

ている｡ 16は1･7-19区、 17は1.7-39区より出土した。 18は器壁が厚く胎土に砂粒を多く含む。器面に

はRL斜行縄文が間隔をあけて施されている。 2次焼成を受けており、器面は暗褐色で炭化物が付着

している。内面は、なで調整され褐色である。3.9-59区より出土した。

19～28は胴部である。 19．20には綾絡文が施されている。 19は自縄自巻の原体によるRLの斜行縄

文が施されている。 20は綾絡文の間にRLの短縄文が施されている。 19は2.5-77区、 20は2.5-09区よ

り出土した。 21は自縄目巻のRL+LR羽状縄文が施されており、LRの方が撚糸文風になっている。

内面は、なで調整され部分的に炭化物が付着する。 22は自縄自巻のRL+LR羽状縄文が施されてお

り、同じ原体の縄端による刺突が加えられている。 1.7-89, 1.8-71, 2.7-06区より出土した。同様の

ものが0･5， 1．6， 1．8， 2･7区に出土している。 23は太めの自縄自巻RL+LR羽状縄文が間隔をあけ

て施される。 24．25には条の太いLRの縄文が施されている。 26．27は同一個体と思われる。器壁は

厚く器面は黄褐色、内面は暗褐色である。 2条単位の縄の圧痕と自縄自巻RL原体の縄端による圧痕

が施されている。 27には自縄自巻RRL+LLRの原体による2条単位の撚糸文風の縄文が施されて

いる。 26は1.7-29, 1.7-38, 1.7-48、 1.8-30から、 27は0.7-96, 0･7-97区より出土している。 28の器

面には自縄自巻LRの原体による圧痕が2条単位で横環する。その間を2 ． 3本単位で斜めにつない

で三角形に区画し、中に短縄文が施されている。器面は暗褐色、内面は黒褐色で部分的に炭化物が付

着する。 19．20は古い段階のもの、 21～28は比較的新しい段階のものである。

29～32は底部である。 29はやや角ばり、自縄自巻RLの縄文が施されている。30は丸みを帯び、自

縄自巻LRの縄文が施されている。31 ･32の底には自縄自巻RL原体による縄端刺突が施されている。

，
，
‐
‐
’
‐
．
‐
‐
‐
ｉ
，
‐
‐
．
ｎ
〃
ｕ
〉
ｊ
ｆ
ｊ
４
１
認
』

、

刮

・

＆

望

．

二．

｜

Ｉ

‐

霧

零

溌

４

調

琴

叩
川
川
川
川
川
Ⅱ
Ⅳ
川
川
〕
Ｊ
ラ
Ｊ
・

ｈ

４

蕊

屯

小

孔

聖
、
恥

《

や

里

刀

″

Ｕ

℃

・

ミ

ン

毒

八

卜

算

遵

霊
●
《
’
一
季
潭
．
）
癖
へ

く

ｔ

￥

動

・

戸

、

‐

今

〆

、

屯

小
″
″
“
‐
５

辮

舞

ゞ

、

~

~

~

型

日

Ⅱ

・

千
４
”
し
》

輕
迫
・
“
昭
〃
・
》
．

祠

Ⅱ

劇

１

｜

銅

釧

Ｗ

“

４

篭

認

、
毛蕊〃・隆診

』

《

、

苓

剖

牽

司

や

『

李

§

》

》

娼

垂

、

蝿

竜

》

や

羊

↑

搦

手
《
〆
〆

．
が
非

埼
？

．⑪

１

写

畔

望

擦

》

濃

》

蕊

《

一
転
魂
』

可
や
悪

一
、
式

」

Ｏ

藍

竜
‐
、
》

『

戸

峰

一

茜

雫

糾

腓

濫

誰

火

へ
鄙

》

一

・

一

吟

．

叱

一
グ
〉
尾
・

料

」、

↓
。
ご
可

Ｏ

一

難

津

~

毒

認

可

ｒ

釧

洲

判

、

惑

毎

口

三

~

３

１

‐

貯

伊

》

蚕

‐

桐
野
一
砥
、
ゴ

マ
“
・
ａ

、

斗

迅

・

卜

Ｆ

琴

手

口

い

喉

喝

一

》

一

・

一

一
一
、
、
．
－
》
》
幻
竜
（
昆
〆

」《

~~
~~

寺
雷
■
ご
』

一

助

三

一

蛤

■

Ｐ

《

Ｆ

宅

〔

・

ロ

や

訓

・

ｆ

・

」
ｑ

~

~

~
~~
~

~~~

訓

訓

川

″

〃

‐

２

刀

″

ｖ

ｇ

》

擬

再

建

息

戸

《

Ｌ
印

一

△
犀
も
．

・

・

一

、

恥

‐

・
魁
・
〃
・
｛
評

》

毒
鍛

蜂

窪

~

韮

。、

。
少
戸
玲
●
ご
・

一
、

』
言

】

な

‐

牙

、
早
浜
芽
｝
Ｐ
ロ
．
．
ｆ

っ

汐ｑ一

一

穿
孔
垂
睡
夕
－
０
．
“

・

・

稗

”

⑱

出

酎

〃

’

一
●
坐
郡
緯
幸
一
恥
、
《
↑
．

〆一侯一

君◇』．…

へ

ゞ

与

尹

吃

寺

《

ｒ

々

《

ゞ

叫

紗

凸

◇ I

『ハ川叩いⅡ叩叩叩川ⅡⅡⅡ叩い〉町

一
毒
：
下
ザ

エ

〃

ｂｆ
Ｐ
ぴ

ま

・

・

．
。

β
ｄ
、
マ

Ｆ
・
』

。

。

・
「寺．

》》《

‐
琴
、
‐
‐

｛
》
蛤
、

Ｔ
可
始~~~

~
千
ふ
興
し
》

釘』

』

皇
畠
踊
刀
皇
》
．

識
、
毛
裏
“
・
窄
診

』
《

、
啄
ｆ
・
湾

手
愚
．
心
。
．
蝿

・

）

課

ゾ

ケ苗

一三 朝

｡ ､r･ L〆酎

“報弘零
舌1 鍔冷‘ 鼻

P 二 ● さ , ･ ' 4= . 『

蕊 Ｆ

ｒ

ム
Ｆ
侭
●
。

袖

Ⅶ

■・

が

が

・

㎡

~造』′ ､､' 7毫r, A差"ﾀｮゑぶ

蕊蕊溌蕊蕊鳥霧綴鑿義～

Ｊ一
．、

鐸

急

纈

舛

浪

．

ロ

屯

『

。

、

ｂ

い

〃

弱

、

守

ロ

－

Ｊ

、

‐

１

１

、

小

寺

〃

（

〕

）

一
一
逼
手
琴

２

一

〃

″

″

創

轤

~

、

〃

旧

く

召

，
、
Ｊ
弓
、
″

Ｔ
ｗ
〉

空
軍
Ｔ
‐
紳
茜

一づ

〆

Ⅱ

″

″

鯉

溌

篭

蕊

》

島

へ

・

２~
~

．

４醍蕊

〃
・
ヘ
咀
恥
．

蜂
園
、
碆

詫
詐
抑
〉
一
己

笈

ゞ

．

，
１
，

、、↑~

。

、

．

ゞ

一

・

．
趣
く
や
．
諮
鳥

｛

蛭

一

《

●

〉

一

鐸

評

唖

叱

雲．一

．
へ
苫
《
．

ご

茂

一

芋
．
誤
《

、

1

ゆ
し
今
甦
ロ

マ

．

塁

匙

ざ
、
宅

罵
》

皇

議

琴

一

一

ぷ
。
．

一

Ｊ

一

鐸

一
器
準
》

《

一

Ｊ
一
・

、

弄
叱
叱

皇

、
“

~

~
~
~
~

』

空
扣
ず
・
奇

~
~
~
~
~
~

一

《

》

》

灯

志

『

一

．

ｑ

㎡

~~

~~

~
~
~

~

ｂ

４

ｂ

国

・

凸

~
~
~
~

~
~
~

~
~
~
~

ｒ

ｇ

ｌ

ｏ

二

」
・

領

。

、

寺

牢

１

悪

脾

＆

、

や

』

Ｆ

，

〉

《

〃

“

評

■

■

一

二

』

《

〕

阜

Ｐ

Ｌ

ｐ

毛

児

も

。

》

み
・

二

占
幸
式
Ｆ

＃ 5

壊認声『
ノ ノ

1

1
恥
易
１
１

・

酎
里

●淫

、
・
エ

．早

‐
み
‐
吟

卓
“
鈩
争

讓

一

爾

一

釜

淳

薮

替

《

一
）
診

－●一

《

〉

《

》

一

斗

弄

銅

毎

一

一

．
尋
Ｐ
再
席
亭
ざ
ｒ
凸

ご

・

ｒ

］

岸

“

溺

出

雪

．

Ｆ

服

が

《

却

〆

竺

〈

イ

ヘ

》

一

朝
・
■
ｒ
“

帛

咳

ｑ

㎡

■

呂

口

■

二

ｂ

淨

起

辞

鐸

雲

壺

二・

ｒ

Ｆ

・

》

‐

‐

４

Ｊ

宛

“

》

》

弓

~
~

~
~
~
~
~
~

ｂ
ｒ
ａ

や
ロ
ベ

午

ゞ

」

、

17

雪篭罫‘乳一

~ ~~~~
,Pt 漉岳 ,- . k一身､

－ － F ,〆 d
■ ■ 己 ﾆ ﾛ ﾛ 専

ローﾛざ白■ F旬 全"' 『､
凸 己 ゴー~ヨコ ■串デ

尚 串 も . "､2. 『 #
四生シ夢見ば/夛一

織緊.港:向島灘 ､ﾉ‘ ･
ロゴb －r ■ 9 巳

垂ぷず~ 5 , .~■ きり

蕊蕊欝;懇

"， _裸一T 今4-背
戸q ■吟 ロナ』

､書き鞭竜ざ.詣息且:.
霊, ､ ﾛ p屋q ･

釦- K. ，嘉一～'鮎b淳一 j

免練今 ､桑． :､石 . 〈弓. 剣
:鶏.藍:画翠』ず写禽
計 臼挙,､為:く?署君〃
ｺﾛｰｰｰ ･西.シ

■

~
■

ユ

諏

『

ざ･杵
》
－

』
》

ノ

19

18

ノ

~

I _--: 、 ‘ " ‘ベ;：
』ﾛ '鉾 ■ ｡ ■ ~君名字 ,

‘ q ,クヘ セ2 閏

′ ご ｣圭.､．h幸. ､

』 、凸 角 L ■

．-へ.｡f 境・ L D
3奇もく、 ： ｡ ‘ 三・・ ・
4 f､ 身 ．§｡ 'ぞ､･唾 ．､ . ｡

,~底"Fj:蕊識単

掌塞ぎ塞ぎ鍵黒
星r韓零詳誌急

よい, .

G 一口 ロ ハ‘ l qェ

みち. ･ " ， ･ ･急gノ 角 鵜蟻
裁
劃さ

ー

図Ⅳ－9 包含層出土の土器 3 (Ib－4)
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

Ⅱ群a ． b類土器（図Ⅳ－7－4、図Ⅳ－10-1～15)

中野式は318点出土している。調査区北半に分布する。 1．6， 1．7区、 2.7区、4．6，4．7区、 4．8区の

4カ所に集中がみられる。器壁が厚く、胎土には繊維が混入している。図Ⅳ－7の4は上面観が楕円

形の深鉢形土器である。口唇は製作途中のものか、あるいは輪積みがはずれたような状態の土器であ

る。器面は黄褐色でLRの斜行縄文が施されている。内面は黒色で口唇半ばまで炭化物が付着してい

る。4.7-26区から出土した。図Ⅳ 10の1～6は口唇断面が丸みを帯びたものである。 1はLRの斜

行縄文が施されている。器面口縁部には炭化物が付着している。 2は太いRLの縄文が横走気味に施

されている。胎土に小礫を含む。 4.7-26区より出土した。 3～6はLRの斜行縄文が施されている。

7 ． 8は口唇が薄くなるものである。内面がなで調整されている｡ 7は器面がなめらかで褐色、 8は

器面と内面が黒色である。穿孔されている｡4.7-62区より出土した。 9～11は口唇断面が四角形のも

のである。 10は焼成がよく堅い。器面には一面に炭化物が付着している。口唇と内面がなで調整され

ている。 7～10には、いずれもLRの斜行縄文が施されている。 11は胎土に砂粒が多く風化している。

補修孔が斜めに2つあけられている。 12は胴部である。内面には底部付近に炭化物が付着している。

いずれもRLの斜行縄文が施されている｡ 13は底部である。尖底で底が部厚い。器面には横位に、底

の部分には縦位に太いLRの縄文を施している｡ 2.7-83区より出土した。

大麻V式は2点出土している。条の細いLRの縄文が施されている。焼成がよく堅い。 14は3.6-07

区、 15は4.9-27区より出土した。
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

2） 石器類（表Ⅳ－2～33、図Ⅳ－1 ･11～20、写真図版31～40)

早期・前期に属する石器類としては、剥片石器類が石嫉57点、石槍5点、彫器1点、模形石器3点、

石錐14点、つまみ付きナイフ31点、削・掻器17点、R・F41点、U･F9点、石核11点、原石5点、

スポール1点の計195点で、礫石器類が石斧（破片を含む） 273点、すり15点、砥石5点、たたき石12

点、石皿2点、板状礫5点、石製品3点の計315点ある。剥片類は黒曜石・縞頁岩・頁岩・メノウ合

わせて6,610点、方割礫229点、礫103点で、総計7,452点と他に方割礫の接合資料58個体がある。

石器類の分布をみると、特徴的な地点が大きく3カ所ある。一つは1.3, 2.2区周辺の石斧片集中区

域で、二つ目は遺構の項でも触れたFP12～15周辺、今一つは4･7区のF・C集中南側である。 これ

らを順に第一地点～第三地点とすると、第一・第二地点は東釧路Ⅳ式期に、第三地点は静内中野式期

に属するものと思われる。なお焼土の項でも述べたように、 1.6区のFP8周辺にも遺物の集中区が

存在した可能性が強いが、擦文期の竪穴が掘り込まれたために把握できない。また、ユカンボシ川沿

いの大きな地割れ南側にも、遺物が並ぶ傾向が認められる（図Ⅲ－5、Ⅳ 1参照）が、地割れ北側

部分は川に向かって傾いており、遺物もほとんど残されていないことから、地割れによって集中地点

が破壊されている可能性もある。

以下、器種毎に主な点を記す。

石鎌形態別の内訳は、柳葉形17点、無柄平基11点、無柄凹基7点、木葉形4点、スペード型3点、

五角形1点、菱形1点と破片12点で、総数56点のうち11点が焼けている。素材は全て黒曜石で、

花十勝が2点みられる。

出土位置をみると、第三地点及びその周辺がもっとも多く、他はまばらである。

図番1 ． 18は、焼けが酷く剥離が不明瞭である。この他にも7 ．11．13． 19等焼けているもの

が目立つ。 2 ． 7 ． 8 ．14．24～26のように、無柄凹基あるいは平基で両端を折り取ったような

形のものは、静内中野式に伴うものと思われる。また、スペード型とした9 ．12．13は基部の両

側縁に挟りを入れた形態のもので、 これらも静内中野式に伴うものであろう。 3は大型の三角鎌

で、続縄文時代の後北期に属す可能性もある。 5 ．20は削・掻器の可能性がある。 14．25は習作

と思われるもので、 14は背面、 25は両面の縁辺にのみ加工がみられ、 25は肉厚で反りとねじれが

ある。 15．16．22などの五角形を呈するものは東釧路Ⅳ式に伴うものである。 29は典型的な柳葉

形鑛で、中茶路式土器に伴うものであろうか。

石槍 5点のうち4点までが基部片である。 これら基部片は、いずれも前記第二地点の周辺から出土

している。図番31は基部に挟りのあるもので、 12の石嫉とほぼ同様の形態であり、やはり静内中

野式に伴うものであろう。出土したのは第三地点の真ん中である。

彫器Ⅲ層下面からの出土で、旧石器時代の可能性もある。灰褐色を呈する珪質頁岩製で、彫刀面は

ほぼ直角を呈す。交差刃型とも思われる。周辺をⅣ層下面まで掘開したが、石器類は縄文も含め

全く得られなかった。

櫻形石器第三地点から黒曜石製のもの2点が出土している。

石錐14点のうち6点が第三地点からの出土である。形態は有柄10点、棒状4点である。素材は黒曜

石が12点で、 メノウと頁岩が各1点ある。刃部先端を欠いているものがほとんどで、刃部のつぶ

れているものも目立つ。図番39は腹面、40．41．46は背面からのみの刃部加工で、 39は折れた先

端を再調整している。なお、40はその製作技法と形態が、カリンバ2遺跡の報告（上屋 1989)

に述べられている石錐の特徴と良く合致するが、カリンバ2遺跡例は縄文中期トコロ6類に伴う

もので、石材は珪岩ないし珪質頁岩である。
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表Ⅳ－2 石鑛一覧

No. |グリッド
1 0･ 6-96

2 1．'52

3 97

1 4 1･ "46
F5 92
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表Ⅳ－3 石槍一覧

No. グリッド|罐(剛）
1 1． 7-59 20.9

2 2･ 8-15 12．0

3 42 20.2

4 44 13.7

5 4． 7－56 83．9

幅(I1)
21．9

12．7

16．4

11．9

34．1

"(m)
8．4

4．7

5.0

5．5

11．4

"(9) 石質
3．4黒曜石

0.8 黒曜石
1.6 黒曜石
0.6熟雇石
25．8里曜石

》一》頚》

璽霞畷湿迄患 備 考
282 盛附
377 基紬
415 甚鮴
360 聡附

31 346柵甚灘桝＃|獺､患耐蛎にｽﾍｰﾄﾙ職ﾋﾛ卿#ﾘﾙﾘ

鋤瓢獅

表Ⅳ－4彫器

1MQL|ユリソド|犀(側)幅(剛)g(m) |"(9)一_石質図番鋤12~刃訓
l l 3･ 2-16 69.1 22．3 8.1 1 12.9珪質頁岩 32 43 1 1

！

備 考

表Ⅳ－5 模形石器一覧
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幅iml且型皿
17.8 5.1
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17.0

16.6

14.5
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9．7

~15.1 ってい§
燭蝋獅,軌11.8

つまみ付きナイフ 31点のうち珪質頁岩製が13点、黒曜石製が18点（うち2点が花十勝）である。形

態は縦長もしくは斜めで、横長の形態をとるものはわずか1点（図番50)である。図番53～56が

第二地点、同69．70が第三地点出土である。

51 ．56．64．65は習作と思われる。 53は長さ10cmを超える大型のもので、二つに折れた状態

で出土した｡72は肉厚で、先端部の加工をみると石錐的な用途も考えられる。

削・掻器エンドスクレイパー（図番75）や木葉形（同76）などがある。図番81 ．82が第三地点出土

である。84は基部から刃部に沿ってタール（スクリーン． トーン部分）が付着している。

R・F 36点がある。No.12～14と17～21が第二地点、No.28～32が第三地点出土である。図番85は、

穴が開いた菱形を呈する剥片の二辺に調整を施したもので、装飾品の可能性もある｡86はつまみ

付きナイフの未製品の可能性が高い。

U･F 9点あり、No. 4が第二地点、No.7が第三地点出土である。

石核11点出土しているが、石器の集中地点からの出土はない。石材別には、黒曜石．縞頁岩が各4

点、珪質頁岩が2点、 メノウが1点である。 このうち図番87と91 （図版組の都合で横向き）の縞

頁岩は、それぞれかなり離れた地点から出土した剥片と接合した。89はかなり摩耗した石核で剥

離面のリングがほとんど見えなくなっている。黒曜石は92．94が円礫を素材とした物で、他は板

状原石を素材としている。
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表Ⅳ－7 つまみ付ナイフ一覧

No. |グリッド|皇(脇1卿凹)零段(m) |"(9) |
1 0･ 1-91 32．6 21.2 5．7 3.3

2 1．リ43 45．3 22．3 7．1 8．2

3 1． 1-96 20.6 30．1 7．5 4.0

4 1． 6－16 38．0 12．8 4.5 2．6

5 16 32.5 45.1 10.0 11.3

6 21 22．2 19.4 3.3 1.0

7 75 56．3 25．0 9．6 9．1

8 1･ 8-51 118.1 38.8 6.5 33.3

9 70 40．2 21.2 7.2 6.0

10 95 68.4 26.0 8.6 9．8

11 97 39．2 23.7 5.8 4.8

12 2･ 6-02 66.4 22.8 4.9 9.7

13 78 28．9 29．5 7．4 5．4

14 2･ 7-05 45．0 24．0 7．4 5.9

15 2． 8-07 28．8 17.4 3.2 1．4

16 90 53.0 20．1 6.9 7．4

17 3． 3－74 49．8 25．4 9．8 10．8

18 3． 4-80 29．9 25.2 5｡3 3｡5

19 3． 8-86 25.6 19.0 6.1 2.5

20 3．牙45 35．0 25．6 5．4 4．8

21 4･ 4-25 32．5 14.0 6.5 1.8

22 26 29．2 13．2 4．2 1．8
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物
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W縄文時代早期・前期の遺構と遺物
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物
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●

５０３３

瀞

６

獅

瀞

を
２
を
を

緬
好
細
細

ｋ
~
に
ｋ

｝
Ⅱ
Ｌ
月
｝
凹
宇
Ⅱ

二
判
利
二
二
二101 97

11 1 4． 3-62 瀞二腓鮖而＆

表Ⅳ－12原石一覧

幅(m)
51．9

50.1

44．3

66．4

72．0

臆
~

考g2(m)E"…■
35.1 149.8 メノウ

34．7174．1縞頁岩
38．4 81．3理漬頁岩
50.3375.7 メノウ

37.0169.3 窪質頁岩

図番趣
、
皿
加
一
”

形態グリッド|礎(剛）
2． 3-71 70.6

95 58．3

2． 7－84 47．1

3･ 4-08 77.0

3．牙831 37.0

』
ｌ
ｌ
２
ｌ
３

４
ｌ
５

職
研}'6

452

表Ⅳ－13 スポール

No. グリッド|儲ilulm…慰皿) |蕊圃石質 ｜図番職Nm厩類
11 2．3451 81．21 16｡8 9.21 14.21珪賓頁岩| | 3761

備 考

表Ⅳ－14 F．C集中一覧

花十勝
点数|重量

1 ＋

4 0．2

326 5．2

67 1．4

138 3．0

椿
黒曜石

点数|重量
1,221 96.4

206 1.1

1,718 16.3

1,546 13.4

1,109 6.0

他総点数グリッド そ のNo.

公
一
外
］
’
４
’
４
－
４

96.4

1.3

22.6

14.8

9．0

１
’
７
二
３
’
４
’
５

州
一
繩
一
郎
一
部
一
繩

1,222
211

2,047

1,613
1,447

力唾肪娯鰯州点(下識)､ ﾒﾉｳ鮴1’#(鑿+)鯰ま細'6
j噸Oj娯瞬M3点(下撫)幟抑'6

’
卦

表Ⅳ-15 F．C集中2内出土石器一覧

石質 ｜形態’ 備

黒曜石｜凸状|識つ猟燐焔
黒曜石’ 一 ｜耐肛､繍片
黒曜石’ 一 ｜鰄皿端附､磁總嚇力
黒曜石’ 一 ｜緬加0鵬紬

考函
恥
哩
い
い

⑤
爾
恥
加
郡

農
、
８
Ｊ
〃
た
、
〕
⑥
八
〉
Ｆ
’
『
Ｕ
１
Ⅱ
ユ

副

。

。

。

。

〃
Ｊ
１
咄
】
《
．
、
Ｕ
の
ノ
］
〃
４
基
、
『
〉

幅

２

１

１

ｊ

０

５

５

２

ｎ

ｏ

。

。

・

訓

一

蛆

８

陞

腿

長

塾
蝿
呼
師
呼

・
１
２

３

４

０
町
Ⅳ

Ｆ

Ｆ

ｃ
Ｇ

Ｒ

Ｒ
’

表Ⅳ-16 F．C集中3内出土石器一覧
｜
遡
咽
一
喝
咽

応
一

ｌ
ｌ
２
ｌ
３

鍵
卿
一
一

考塾
磁
野
師

迦
郡
一
理
一
咽

垂
墾
蝿
》

備匙(皿）

14．9

13．7

22．0

i麺
9．3

9．5

10．5

聯片
耐皿鵬紬
鰄畑臓附~

F・C集中 5カ所で確認されている。集中が確認された時点で、その範囲の土ごと採取しフルイで

剥片類を取り出した。No. 1は小さな範囲に集中的に確認されており、比較的大きな剥片類も含

まれている。No.2～5は、いずれも極めて微細な砕片が主で、その範囲もNo. 1に比して広が

りがある。剥片・砕片は黒曜石が圧倒的で、いずれの例にも花十勝が若干含まれている。それ以

外のものでは、No.2にメノウの砕片1点がみられたのみである。出土地点から、No. 1 ． 2は

早期の東釧路Ⅳ式に、No.3～5は前記中野式に伴うものと思われる。詳細は第Ⅷ章に記す。

QQ
UJ



Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

石斧破片を含み総点数273点が出土している。 このうち完形もしくはほぼ完形のものは図示した11

点（図番99を除く）に過ぎず、他は全て破片である。石材別にみると、泥岩が圧倒的に多く、次

いで片岩、凝灰岩の順で、他に珪質岩1点（図番105)がある。これらを母岩毎にまとめたもの

が表Ⅳ－17．18で、表採資料も含め44個体になった。その分布をみるともっとも集中しているの

は、第一地点とした1.3区、 2.2区周辺で、No.7～9， 18～21がある。

形態的には基部が細く、両刃で刃部の幅が広いものが中心である。製作技法は、母岩の礫皮面

を剥いだ後、敲打剥離で成形し磨きあげるもの(103)と、すり切り磨製(97．98)がある。

No.7は緑色泥岩の破片で、 1.3-23区を中心に190点以上が四方に広がっている。図番99は、

この中でもっとも良く接合できた資料であるが、原石の礫皮を剥ぐ段階の剥片類と思われ、この

地点で石斧生産が行われていたことが窺われる。また、 この母岩の資料には遺物No.507.568の

すり切り残片なども含まれているが、 これらはユカンボシ川に近い3.9, 3･10区からの出土であ

る。なお、すり切りに用いたような石鋸類は出土していない。 100は、基部片が1.6-42区から、

中央部片が3.7-54区から出土したもので、基部と中央部片の破断面には敲打痕がみられる。中央

部片は単独で、たたき石もしくは模形石器のように用いられていたものと思われる。 103は破損

した刃部を再生し片刃としている。

すり石 15点が出土している。素材は安山岩が主で砂岩が3点、珪岩1点(No． 9)がある。No.9

を除き全て断面が三角形に近い形を呈する。出土位置は、第二地点内に1点(No.6) とその西

南部に3点(No. 1 ． 2 ． 4) 、第三地点内に2点（図番115.116) 、ユカンボシ川沿いの大き

な地割れ南側に4点(No.8～11、図番111.112)が並んでいる他はまばらである。

砥石 5点全てが砂岩で、出土位置は、第一地点内に1点(No.1) 、第三地点に1点(No. 2) 、

川沿いの地割れ南側に2点(No.4 ． 5)でNo.3のみが単独の出土である。No.2が比較的明

瞭な溝状の使用痕を残す他は、いずれも浅く不明瞭である。

たたき石表Ⅳ-21に示した12点と、方割礫接合資料中（表Ⅳ-25～27）に6点の計13点がある。素

材は安山岩、凝灰岩と砂岩がある。使用痕はいずれも凹状を呈し、いわゆる「トチむき石」状の

例はみられない。出土位置は第一地点周辺に6点（図番117. 118、No.4と方割礫接合資料の

No.21、図番12． 13) 、第二地点及びその西南部に3点（図番119と方割礫接合資料の図番3 ．

11) 、第三地点周辺に2点（図番122.123) 、川沿い部分から2点（図番124と方割礫接合資料

の図番18)がある。なお、図番117は第一地点南側と第二地点西南部、方割礫接合資料の図番13

は第一地点東側と第三地点東側から出土した破片がそれぞれ接合している。

図番118は、両端を欠いてからたたき石として使用されているものと思われる。

石皿表Ⅳ-22に示した2点、方割礫接合資料中（表Ⅳ-25～27）に5点の計7点がある。図番125

は砂岩を素材としたものの破片で、側縁も横方向に磨かれている。出土位置は第三地点の南側で

ある。図番126は安山岩を素材としたもので、一面・両端・一側縁に敲打痕がみられ、たたき石

としても使用されていることがわかる。出土位置は擦文期の竪穴東側である。方割礫接合資料の

図番5 ． 6 ．No.20は、いずれもその破片が第二地点（図番5 ． 6はP3内）から出土している。

素材は安山岩で焼けており、一面に敲打剥離やすりくぼみがみられる。なお図番6の一面には黒

色付着物もみられる。また、方割礫接合資料の図番2 ．No.33も焼けており、直接第二地点から

出土していないが同一時期のものと思われる。

板状礫第二地点周辺から5点が出土しており、いずれも安山岩である。なお、図番127は小片が4.8‐

45区から出土している。

10



Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表Ⅳ－17石斧一覧（ 1 ）

No.":リッド "m) 蝿(Iu"(m) |蕊壁
1 0. 5-98104.0 39.8 17.0109.4

2 0．686 81．7 40．8 19.2 70.5

3 98 22．0 12．6 3．8 1．4

4 0． 7－82 93．5 36.8 13．0 74.7

5 0･ 7-89 59.3 23.2 13.2 30.0

6 0． 7－94 一 一 一 93．4

95 － － － 54．5

1． 7-03 13.3 22.3 3.3 0.9

05 44､6 23．6 7.0 7.0

2. 4-33130.8 59.6 40.0477.9

4･ 4-66 80.8 39.220.4 95．3

7 1･ 1-50 50.8 39．437.9 73.1

62 58．0 39．8 16．2 39．9

1． 2-39 90.2 48.0 10.7 58.0

1． 3－0252．8 37．6 16．0 24．1

05 33.8 23.8 6.0 10.4

07 61.7 23.4 7.9 12.5

12 － － － 4．1

14 － － － 5．2

15 一 一 - 18.0

20 13．6 14．0 4.2 1.0

22 一 一 － 16.0

23109．2 49．0 18．5 92．6

23 － － － 357．4

24 － － － 3．5

25 22.0 17．8 4.6 1.9

91 47｡6 24.0 14．4 42．4

2･ 4-99 43.6 25.0 7．8 12.1

2．532 17．1 19．0 2.6 0｡6

3･ 5-39 36.8 28.4 12.0 13.4

3． 7－34 － － 一 4．5

3･ 9-95 17．4 31.8 15．8 6．3

3．10-71 8766 60.6 36.8306．4

8 1･ 3-62 7.6 19.2 2．7 0.7

9 1･ 3-64 10.6 11.4 2.4 0.3

10 1･ 5-16 79．8 52．2 19.6126．3

11 1･ 5-59 30．8 24.8 3．4 3．2

12 1． 5-84 33.2 46.5 8．6 12.4

3． 4-14 24.2 12．0 2．8 0.9

13 1． 6-30 13.1 5.6 2.2 0.1

31 53.0 23.5 8．8 13.6

42 144.0 51.5 31.2326.0

14 1． 6-59 44.4 32.4 8.0 19.7

15 1･ 6-72 33.0 24．6 3.2 1．9

16 1･ 7-46 38．0 19.6 16.8 5.5

17 1． 7-56 97．0 46．4 15.2 72.1

18 2･ 2-05 一 一 － 5．1

19 2． 2-17108.2 51.6 14.357.8

20 2． 2-38 21,2 18．0 4．2 1.9

21 2． 2-52 91.2 50.6 31.0216.8

22 2． 4－23 43．8 28｡9 10｡5 12.0

23 2･ 4-34 99｡9 42.4 9.1 60.9

24 2． 4－50 48．4 22．3 5．6 6．2

25 2． 5－63 31．215．8 2．2 1．4

26 2･ 6-48 50.2 30．1 5｡0 5｡3

27 2･ 8-00 105.0 38.4 14.8 75.6

6

ワ
イ

二

~
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11

11

19.6

~3．4
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Lム
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８２
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空
》

図調趣2 備 考
95 55灘､耐
96 344 蝋剛､郷噸

314背紬
97 299すりﾘﾘ磯､耐
98337すﾘﾘﾘ鱗､耐
298鮴17鋤ﾘ､17-04と齢
346鮴､3紬リ
345鮴
－洲
137願､繩職ﾘ､162(24-50)上齢
150溌脱師}二繩ﾙリ
49鮴甜臓リ
50鮴､細励ﾘ､13-23と齢
35欝附､ 13(13-07)、 127(23-62)上船

21鮴､繩あり
24;M,13-23上船
13ijM

22鮴､2鋤リ
22鮴､2点あり
－鮴､2点ルリ
ー耕
一鮴､ 15勅リ

99 23鮴､ ,繩あり､90(33-16)､ 13-23上船
一鮴､ 140勅リ
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－ 鮴
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緑色泥岩

研緑色泥岩 一利、

188鮴
一鮴､3点あり
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568すりﾘﾘ餅、 546(49-87)と齢
40ガ紬
36背紬
47鼎附

164欝附
102#|#

122静片

一馴片
309欝附

100 308患附､318(37-54)上船
166磯爵附
169静片

353静片

101 277淵片

92幌附､22-16と齢
93洲､22-07.18.27上船
82】紬

86患附､繩あり

136背紬､ 120(24-24)と齢

102161 138･144･145(24-34)上齢
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表Ⅳ－18石斧一覧（2）

mgLlグリッド|"(m) |lm)~IE
27 3． 3－261 16．4 8．8
28 3． 3－66 48．4 48．0
29 3． 3－96 38．2 34．8

30 3． 7-0842.4 92.7

31 3･ 7-16101.0 40.6

32 3． 8-85 91.1 26.9
33 4． 1-40 16.5 21．1
34 4･ 3-51 "．6 38．4

兜一詔

4． 1

4． 3

型且

16.5

~38.6
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Xig) 石質 1国調畷m周■ 備 考
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図Ⅳ－14包含層出土の石器（4）
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表Ⅳ－19すり石一覧
考備璽雷

107

108

109

鑓
3011M朧鮒踊三鮒

幅(m) "(m) |"(9)
63｡2 49.2 515.0

52．6 37．8 97．4

59.2 31.6287.3

42．6 42．0 93．7

65.0 41.8 179.6

65.0 46.4258.2

58.4 31.2291.8

82.6 60.9694.0

27.8 58.5268.5

60.2 42.4287.5

60.9 29.5303.5

56.8 66.0698.0

60.4 81.6820.0

62.9 64.9985.0

66.8 48.7650.0

820.0

985.0

垂
》
錐

No.グリッド駐(m)
1 0･ 7-84131．6

2 88 51．0

3 1･ 4-83 106.4

4 1． 6-83 60．4

5 1． 7-16 60.8

6 1･ 8-70 66．2

7 2． 6－73120．0

8 3．309130.4

9 3.10-30125.4

10 50 82.6

11 91 111．5

12 4． 4-53 143．0

13 4． 4-57148.9

14 4･ 7-66 144.1
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表Ⅳ－20砥石一覧 －－－
lk9｣グI上ソド朧血) 幅(m)

1 1･ 2-89 39.8 35.8

2 1． 8－40 45．5 13．9

i 32'$59 92.6 63.0

4 3･367 87.6 68．8
5 89 83．7 79．2

Ｊ９］／、
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と

幽
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鋸
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表Ⅳ－21 たたき石一覧

考備図番|鋤o
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117 34
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44

39

119 532
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121 67
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123 427

124 556
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"(9) | 石質
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ｸ､リッド|f2(m)幅(剛）
1･ 1-35 97．0 49．2

1. 2-41 105.9 70.6

1． 3-12 84.5107.6

93118.4 61.2

1． 4-39109.8525.0
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3．俳32122.8 97.6

3． 1－16116．0 59.2
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表Ⅳ－22石皿一覧

No. グリッド|"(m)
1 1 4･ 6-171 114.6
21 1･ 6-331 160.0

|図番l"mol_－ 備 ~ 一 考
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幅(II)
81．4

92．8

表Ⅳ－23板状礫一覧

No. |グリヅ ﾄ|匙(") 幅(剛)"(m)
l 1． 7-29 77．7 55.2 21.6

2 2･ 7-47303.0270.8 34.4

3 2･ 8-10 43.6 31.8 16.8

4 64 76.2 51,8 16.8

5 3． 8-08160.0 52.717．0
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表Ⅳ－24石製品一覧
No. |グリッF1"m) |幅(I,) "(m)
1 0･ 5-95 96.5 49.4 15.4

2 1･ 5-05 35.5 33｡6 24．9

3 3．併35 45．3 43．7 8．4

團閻畷湿 備 一童
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129 54 燗ロ？
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石製品図番128は砂岩製で両端を欠く。全体に丁寧にすられ、中央が細くなっている。砥石あるい

は石鋸の可能性もあるが、 129と近い位置にあることから石製品とした。 129は凝灰岩の礫をくり

貫いて作られている猪口状のもので、底面は内側を削って高台状に作出している。口唇部は2カ

所で尖り、一方が高く一方が低くなっている。高い方の外側には楕円形の挾りがみられる｡ 130

はカンラン岩製の環で、穿孔は両側から丁寧になされ、全体も磨きあげられている。
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

方割礫接合資料礫接合資料ここでは概ね縄文時代早期にともなうと思われる方割礫接合資料について述べる。

これらは、その出土地点、 レベル、伴出遺物などから本来早期に属する遺物と考えられるが、破

片の一部が縄文時代中期以降のレベルから出土しているものもあり、後世の人々に再利用されて

いる可能性もある。なお、礫石器もしくは方割礫の接合資料のうち、帰属時期の明確なものにつ

いては各項で触れている。

方割礫接合資料を素材別にみると、安山岩が23個体、凝灰岩が16個体、砂岩11個体、玄武岩5

個体、泥岩と不明が1個体である。原石の形状の分かるものは24個体で、楕円礫が15個体、長楕

円礫が9個体である。焼けているものは21例である。

出土位置でみると、第二地点の1.8区がらみのものが14個体ともっとも多い。焼けているもの

も12個体あり、ほかの地点から出土したものに比してその比率が高い。

接合関係をみると、第二地点と2．7， 3．7区の間にもっとも顕著で、 4．8～4.10の間にも比較的

多くみられる。 もっとも広範囲に破片が散っていたものはNo.5 (図番2)の焼けた石皿で、主

な破片は第二地点を取り囲むような位置から出土しているが、 3．1区や4.4区から出土した破片と

も接合している。

No.4 (図番1)は長楕円礫が短軸方向に二つに割れている(B+B)もので、随所に剥落し

た部分がある。 この破断面をみると、焼けてから剥落したものと、焼ける前に剥落したものとが

ある。

No.5 (図番2)は、安山岩を素材とした石皿の破片で、図正面がすりくぼめられている。火

熱のため図正面と左側面が赤化している。なお、正面図右下に接合している破片（遺物No.66)

は3.1-22区から出土したものであるが、 この破片には火熱の跡がみられない。 ．

N0.6 (図番3)は安山岩のたたき石で、右側面図下に接合している2片（遺物No.354.501)

は同心円状に焼けて黒化しており、火熱を受けてから割れたことを示している。

No.7から20は、破片の全部あるいは一部が第二地点から出土している資料である。

No.7 (図番4)は凝灰岩を素材とした台石で、かなり酷く焼けており全体に赤化が著しい。

殊に残された側面は、出土時にはベニガラを塗ったような赤さであった。なお側縁部は平らに調

整されており、大型の台石の一部であったことを窺わせる。

No"8 (図番5)は石皿片で、遺物No.581.592 (側面図左上に接合の2片）はP3内からの出

土である。外面は火熱を受けて赤化もしくは黒化しているが、破断面には火熱の影響はみられず、

この状態で焼かれたものと思われる。

No.9 (図番6)は、P3内出土の大破片（遺物No.582) と3.7区出土の小破片が接合した石

皿片である。遺物No.582の各面には黒色の付着物がみられる。火熱の影響はみられない。

No.10 (図番7)は、外面全体が赤化した楕円礫で、破断面は焼けていない。 No.12 (図番

8）は安山岩を素材としたもので、No.7同様大型の台石の一部である。表面全体が赤化もしく

は黒化しているが、破断面にはみられない。

No.14 (図番9)は、正面図の上面・左側面及び正面が赤化している大礫の破片である。

No.15 (図番10)は、図の左側面がすりくぼんでいる台石で、図中央部分と右側破断面が黒化

しており、この状態で火を受けたことを示している。

No.19 (図番11)は、安山岩を素材とし一端に敲打痕を有すたたき石で、短軸方向に二つに割

れている。遣物No.445 (図上側）は若干赤化しているが、444は不明瞭である。

No.22．23 (図番12．13)は一面に敲打痕を有すたたき石で、No.19同様短軸方向に割れている。
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図Ⅳ－17方割礫・礫の分布
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表Ⅳ－25方割礫接合資料一覧（1）
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73－－一

3 1･ 6-636647120 57．8 9.6 11.4 9．7玄武岩 155楕円礫棚
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表Ⅳ－26方割礫接合資料一覧（2）

No. |グリッド｢Xry'1z l慰皿| E(m凶墜、壷(glj_石宣一|図蚤|mg_
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表W-27方割礫接合資料一覧(3)
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Ⅳ縄文時代早期｡前期の遺構と遺物

３

図Ⅳ－18方割礫接合資料（1 ）
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W縄文時代早期・前期の遺構と遺物

No.32 (図番14)は外面全体がかなり火熱を受けた偏平楕円礫で、赤化ないし黒化が著しいが破断
面には及んでいない。

No.38(図番15)は、短軸方向に二つに割れた長楕円礫である。遺物No.362(図上側）のみが焼け
て赤化している。

No.45．46(図番16･17)は、ともに4.8,4.9区から出土した方割礫が接合したもので安山岩を素

材とした台石である。いずれも薄手で、46は外面のみが赤化している。

No.47(図番18)は一端・一面に敲打痕を有すたたき石で、火熱の影響はみられない。

No.55(図番19)は玄武岩の河原石で、両面とも面方向に剥離がみられる。

方割礫遺構出土のものを除き219点がある。出土位置は石器類同様調査区北半に多く、特に第二地点周

辺に集中している。石材別には安山岩がもっとも多く94点占め、ついで凝灰岩44点、砂岩34点、硬質

砂岩14点、珪質岩11点の順で、他に泥岩9点、玄武岩4点、千枚岩・片麻岩・片岩各2点、石灰岩・
軽石・チャート各1点がある。

重量をみると、5009を超えるものは安山岩7点と凝灰岩1点のみで、安山岩には1,0009を超えるも
の（第二地点出土のNo.64･65)もある。

割れ方をみると、接合してA型（破断面O)となったものは3点(B型+B型2例、B型+C型十

C型1例）である。なお、本来のA型は礫として次項で扱う。B型（破断面）は74点(B型+C型2

例、B型+D型1例、C型+C型1例を含む）ともっとも多く、次いでC型（破断面2)43点(C型

+C型2例、D型+D型2例を含む） 、D型（破断面3)26点(C型+D型1例を含む） 、E型（破

断面4） 2点である。なお破片としたものは、破断面が明確でない中央部分の小破片や表面から剥落

したと思われるもので69点がある。B型の平均重量は、安山岩が37点で256.49、凝灰岩が14点で119.

69、砂岩が9点で189.79である。 焼けている例は、安山岩31点、凝灰岩8点、砂岩7点、硬質砂岩

4点、珪質岩1点がある。このうち割れた後に焼けていることがはっきりしているものは安山岩・凝

灰岩・砂岩・硬質砂岩に各1点あり、焼けてから割れたことがはっきり分かるものは安山岩15点、凝
灰岩4点である。

礫 103点が出土している。石材別には安山岩がもっとも多く、約半分の62点を占めている。次いで凝

灰岩が12点、硬質砂岩10点の順で、他に砂岩5点、珪質岩4点、片岩2点、硬質泥岩・泥岩・玄武岩・
岩・流紋岩各1点がある。

形態別には、楕円礫44点、長楕円礫21点、偏平楕円礫14点、円礫・偏平円礫各10点、亜円礫2

点、偏平長楕円礫1点である。

重量をみると、5009を超えるものは安山岩11点（うち1点は1,2509) 、凝灰岩・片岩（？）各

1点である。平均重量は、安山岩304.19、凝灰岩168.39、硬質砂岩157.8g、砂岩153.89、その他
181.99である。 この重量を方割礫B型と比較すると、本来方割礫B型が約半分の重量になるはず

であるが、安山岩では約84％、凝灰岩では約71％、砂岩に至っては約123％と、方割礫B型の平

均重量が礫のそれを上回ってしまう （硬質砂岩は方割礫B型はない） 。従って、大型の礫ほど割
られている比率が高いといえよう。
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表Ⅳ－28方割礫一覧（1 ）
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表Ⅳ－29方割礫一覧（2）

No.lグリッド墨(剛)幅(m) |"(m) E"
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表Ⅳ－30方割礫一覧（3）
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W縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表Ⅳ－31 方割礫一覧（4）

グリッド|健(剛）

3･ 9-891 100.0

唖

恥

恥

州

い

■
Ⅱ
Ⅱ
Ｊ
■ "(m)|"(9)
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46．6 185.6
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2．9 1．2
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11．3
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一
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一
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一
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４
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－
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－
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狸
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表Ⅳ－32礫一覧（1 ）

考備蝋
蝿
柵
棚
柵
梛
珊
榊

鮒

鮒

鮒

咽

鮒

一二

四

一

こ

て

凹

緬

緬

師

伽

緬

迦
蝿

一
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印
一
一
鍋
皿
、
Ⅱ
帖
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砺
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１

３

３

３

３

３

３

３

師三鮒

~伽てい§

盤
》
鑑
》
》
諦
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》

安山岩

No. |グリッド|尉皿)LE(nll"(m) Igigl
1 0． 6-86114．0 52．6 23.8117．4

2 0． 7－80 52．2 38．0 12．4 31.6

3 1． 1-36122.5 85.1 58.1640.0

4 1． 2-91 122.0 71.7 50.2610.0

5 1． 3-66 69.3 40.9 30．8118.0

6 1． 5-89 66.7 43.8 20．8 74.3

7 90122．8 42．7 35．7351．8

8 1．517 74．2 55.2 34．8224．5

9 22 99.2 71.6 48．0505.0

10 23 83.0 74.8 50.6389.8

11 26 91.4 66.8 48．2271.1

12 27 83.8 42.0 34.0154.7

13 27 86．4 41.6 38.4202.8

14 81 47．0 44.0 37.1 79．5

15 1． 7-02 55.8 44.0 18.0 60.2

16 20109．5 70.5 49.2442｡1

17 72 43．8 36.6 25．8 49．4

18 80 48.2 45．6 17．0 36．1

19 82 158.0 85.0 42．6910.0

1 20 87 39.0 35.6 11.6 22.9

21 92150.0 81.8 68.61,000
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45 76 43．4 33．8 32．8 62．3

46 76 48．4 35．6 32．4 66．9
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55 89 53．8 31.1 24.3 44.1

９Ｊ〃壯一ＥＪ
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Ⅳ縄文時代早期・前期の遺構と遺物

表Ⅳ－33礫一覧（2）

No. |グリヅ肩
56 3． 0－16

57 3･ 1-31

58 3． 4-00

59 46

601 3． 5－86

亜訂
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41.0237.2

22.0158.2

34.8247.8
35.5346.4

25.6369.6

31．0376．6
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Ⅲ
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４
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~~~~~~~~~~~~~~~~~~
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2g5刀1
125.2 55.4 42.0427.2

63．2 35．0 24．6 75．2

69.3 27.2 21.8 38.7

115.3 67.4 20.4204．7

5m43.8 39.5114.9
89.8 67.847.3370.3

102.0 93.0 35.6540.0

141.0 49.0 38.6417.6

54．3 28．4 18．4 38．5

90．6 45．0 30.4 163.9

61.2 18.2 11．416．8

52.6 5m15.4 59.0
123.0 42.8 33.0242.3

72.0 35.0 34.0102.8

41.2 28.4 22．6 27．9

116．0 54.4 36.4326.6

108｡6 40｡4 35.4238.6

122.1 76.9 38.0409.4

75.0 47.1 42.9229.2

127.9 95.3 51.8890｡0

38.6 37.4 12.0 12.0

114.0 46.2 2339143.4

91.462.8 34.0258.3

48．8 37.4 11．2 26.3
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119.655.4 25.0173.6

107.0 62.7 49.5528.0
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93．8 70.6 51.6455.2
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復元土器(余市式)と礫石器
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V縄文時代中期～晩期の遺構と遺物

1 遺構

この時期の遺構としたものには、Tピット6基とⅡ層半ばのレベルで確認された焼土18カ所（図V－

1）がある。後期後半及び晩期の遺物が極端に少ないことから、これらの遺構は縄文時代中期あるい

は後期前半のものと思われる。

1) Tピット （図V－2～5、写真図版6 ． 7)

6基のTピットのうち、 1～5は覆土上部に焼土がみられる点で共通性をもっている。更に1 ． 2 ．

3 ． 4 ． 5の4基はほぼ一直線に並んでいる。それぞれの間隔は1と2が約30m、 2と4が約40m、

4と5が約20mである。 これらはその規模・形態、墳底に杭穴が2本ずつみられる点など極めて共通

する特徴を有しており、ほぼ同一時期のものといえよう。これに対しTP3は、長軸方向が90度ずれ

ており、形態は細長く、杭穴もみられない。また、TP6は地割れの亀裂を利用したと思われるもの

で、地割れに沿って掘られている。以下に個々の知見を記す。

TP1 長さ （確認面での最大値、以下同じ) 137cm、幅50cm、深さ96cm｡

3.0-23区で確認された。墳底は西隅が角張る。杭穴は2本で、中央やや西側と東側に寄った

位置に穿たれている。いずれも先細りで根固めの跡はみられず、杭の打ち込みによるものと思

われる。覆土中に杭の痕跡はみられない。壁面は墳底から25～35cmまでの部分は残っているが、

それより上方は崩落している。崩落の度合は北側が大きい。墳底には漆黒色土が1～2cmみら

れ、その上にV層の崩落上が5～6cm堆積した後、Ⅳ．V層の崩落土が12～13cm堆積している。

FP31は本ピットのすぐ南側、確認面より3cmほどの上の黒色土層中で確認された。本ピッ

トが完全に埋まってから焼かれたもので、ピット内には流れ込んではいない。調査の不手際に

より土層断面図は掲載し得なかった。遺物は出土していない。

TP2 長さ158cm、幅60cm、深さ100cm。

3.3-22区で確認された。長軸方向はコンターに直交する。曠底は角をもたない。杭穴は2本

で、中央やや西側と東側に寄った位置に穿たれている。いずれも先細りで根固めの跡はみられ

ず、杭の打ち込みによるものと思われる。覆土中に杭の痕跡はみられない。壁面はV層半ばま

で直立して残っているが、それより上方は崩落している。墳底には比較的厚く漆黒色土が堆積

している。士層断面では、焼土が北側から流れ込んだ状態で確認したが、調査の不手際により

平面では確認し得なかった。遺物は出土していない。

TP3 長さ246cm、幅50cm、深さ120cm。

2.0-45区で確認された。壌底は両隅に角張る長方形を呈する。杭穴はない。長軸方向はコン

ターと平行で、先に記したように杭穴のあるTビット列とは90度異なる。北側にFP32がかかっ

ているが、Tピットが完全に埋まってから焼かれたもので、ピット内に流れ込んではいない。

壁面は填底から30～40cmまでの部分はのこっているがそれより上方は崩落している。墳底には

薄く漆黒色土が堆積し、その上にV層の崩落土が7～8cm堆積した後、再び漆黒色土がみられ

る。遺物は出土していない。

TP4 長さ137cm、幅54cm、深さ96cm｡

3.7-11区で確認された。擴底は東側で角をもち、西側は丸くなっているが、ほぼ長方形を呈

する。杭穴は2本で、中央やや東側と西側に寄った位置に穿たれている。いずれも先細りで根

固めの跡はみられず、杭の打ち込みによるものと思われる。覆土中に杭の痕跡はみられない。

壁面は曠底から約15cmまでの部分は残っているがそれより上方は崩落している。遺物は覆土1

層中より黒曜石の剥片1点が検出される。
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土層注記

z ：焼土（赤褐色を呈す）
y ：暗赤褐色土（焼土粒を若干含むⅡ層）
1 ：黒色士（Ⅱ＋Ⅲ、Ⅳ）

2：暗褐色土（Ⅲ＞Ⅱ＋Ⅳ）
3 ：黒褐色土（Ⅱ＝Ⅲ＋Ⅳ）
4 ：暗黄褐色士(Iv+m)
5 ：暗黄褐色土（Ⅳ＋Ⅲ、 V)
6 ：黄褐色土（Va＋Vb）
7：黒褐色土（Ⅱ＞Ⅲ＋V）
8：黄褐色土（Ⅳ＋Ⅱ）
9 ：漆黒色土（Ⅱ＋Ⅳ、粘性強い）
10：黒色土（Ⅱ＋Ⅳ、粘性強い）

水糸レペルは20.7“、

図V-2 Tピット平面及び断面(1 )
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焼土層注記

x：赤褐色を呈し、よく焼けて締まっている。
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６
Ｃ

○

土層注記
Va':礫混じりのVa
l ：暗褐色土（Ⅱ＝Ⅲ）
2 ：黒褐色土（Ⅱ十Ⅲ）
3 ：黒色士（Ⅱ、若干のⅣ層小粒を含む）
4：暗褐色土（Ⅲ＋Ⅱ）
5 ：暗褐色士（Ⅲ＋Ⅱ、Ⅳ、 Va）
6：暗黄褐色土（Ⅳ＞Ⅲ＋Ⅱ）
7 ：黄褐色土(IV+Va)
8：暗褐色土（Ⅲ＋Ⅱ、Ⅳ）
9：灰黄褐色土(Va=Vb)
10：暗褐色士（Ⅱ=m+Va)
11 ：漆黒色土（Ⅱ、粘性強い）

水糸レペルは、 A－B：20.7”m
C－D：20．7mm

E一F :20.”、

Ｖ
Ｖ

図V－3 Tピット平面及び断面(2)
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V縄文時代中期～晩期の遺構と遺物

FP33は覆土2層上部にみられる。覆土l層及び2層中に周囲から流れ込む時に生じる焼土

粒の混じりがみられないことから、その場所で焼かれたものと考えられる。遣物は、縞頁岩の

剥片2点（うち1点は焼けている）がある。

TP5 長さ162cm、幅57cm、深さ93cm。

2.8-81区で確認された。墳底は長方形で東隅が角張る。擴底を3分割する位置に杭穴が2本

穿たれている。西側の杭穴は長軸よりわずかに北にずれている。いずれも先細りで根固めの跡

はみられず、杭の打ち込みによるものと思われる。覆土中に杭の痕跡はみられない。壁面は擴

底から25cm位までの部分はのこっているが、それより上方は崩落している。壌底には比較的厚

く漆黒色土が堆積し、 この土からフローテーションにより不明種子が3点出土している。壌底

及び北側の壁面に沿って平面図見られるような地割れが入っている。また、東側の擴底から南

壁を抜け、断面図に示したようにほぼ垂直に確認面まで及んでいるものもみられた。北側の壁

面に沿った地割れは墳底から55cm上の部分に迄及んでおり、水による侵食の跡がみられた。本

ピットが半ば埋没して北側の壁と覆土の間の地盤の弱い部分に地割れが入り、さらに上部の崩

落が進んでから崩落により地盤の弱くなった本ピットの南側に地割れが入ったものと思われる。

TP6 長さ136cm、幅59cm、深さ105cm｡

3．8-00区で確認された。地割れによって開いた部分を掘りり広げて構築されており、長軸方

向はコンターに平行している。擴底は両隅が角張る長方形を呈し、南側はオーバーハングして

いる。曠底面には段差があり、中央部分は地割れで開いた中に崩落土が柔らかく堆積していた。

杭穴はみられない。
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Ｂ
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土層注記
X ：焼土（赤褐色を呈す、 しっかり焼けて締まっている）
y ：焼土（暗赤褐色を呈す）
1 ：黒色土（Ⅱ＋Ⅳ）
28黒色土（Ⅱ＋Ⅲ）
3 ：暗黄褐色士（Ⅲ＋Ⅱ）
4 ：黒褐色土（Ⅱ>m+Va)
5 ：暗黄褐色土（Ⅲ＋Ⅱ）
6 二暗褐色土（Ⅱ＝Ⅲ）
7 ：灰褐色土(Vb+m)
8：暗黄褐色土（Ⅳ＋Ⅲ）
9 ：灰黄色土(Vb+W)
10：暗黄褐色土（Ⅱ＝Ⅲ＞Va）
11 ：褐色士(I+Va)

水糸レペルは”､5“、

図V-4 Tピット平面及び断面(3)
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土層注記

y：焼土（暗赤褐色を呈す）
1 ：黒褐色士（Ⅱ＞Ⅲ）
2 ：黒色士（Ⅱ＋Ⅲ）

3 ：褐色土（Ⅳ＋Ⅱ、Ⅲ）
4：暗褐色土(n=1V)
5 ：褐色土（Ⅳ十Ⅱ）

6 ：黒褐色土（Ⅱ＋Ⅳ、 Va)
7 ：黒褐色士（Ⅱ＞Ⅳ）
8：黒褐色土(n+Va)
98黄褐色土（Ⅳ＋Ⅲ、 Va)
10：褐色土(W+Va)
1 1 ：褐色士(1V+11, Va)
12：黄褐色土(Va+IV)

13：灰褐色士(Vb+Ⅳ、 Va)
14：灰褐色土(Vb>Ⅳ、 Va)
15：灰褐色士(Vb+Va)
16：漆黒色士（Ⅱ、粘性強い）
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図V-5 Tピット平面及び断面(4)

67
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2）焼土（図V－2～8、写真図版8 ．40)

18カ所が確認されている。TピットにかかるFP31．32を除く全てが調査区北半に位置する。以下

個々にその知見を記す。

FP17非常に良く焼けて締まっており、範囲も大きい。出土遺物はない。

FP18良く焼けて締まっている。遣物は出土していない。

FP19焼けは弱く締まっていない。遺物も出土していない。

FP20焼けの良い部分もあるが全体に締りはない。中央部から黒曜石の砕片45点が集中して出土し

ており、そのうち23点は焼けている。また、フローテーションによってクルミの内果皮片が得

られている。

FP21 良く焼けて締まっている。焼土中にR・F(図V-8)と焼けた黒曜石の剥片各1点が含ま

れていた。なお、焼土下のⅡ層中から縄文前期の静内中野式土器片が出土している。

FP22焼けは弱く締まっていない。遣物は黒曜石の剥片2点がある。

FP23良〈焼けて締まっているが、地割れによって破壊され、一部が地割れ内に流れ込んでいる。

この地割れは擦文期の竪穴をも開いており比較的新しい時期に起ったものである。遺物は黒曜

石の砕片63点が、焼土中及び焼土の流れ込んでいる地割れ内から出土しており、 このうち44点

が焼けている。なお、図V－8に示した台石は本焼土の直ぐ南側の地割れ中から出土したもの

であるが、火熱を受けており本来は焼土に伴っていたものと考えられる。

FP24小さく薄い焼土であるが、良く焼けて締まっている。遺物には石鍼片（図V-8) 1点と黒

曜石の剥片3点（うち1点は焼けている）がある。

FP25焼けは弱く締まっていない。FP23と同じ地割れによって破壊され、地割れ中に流れ込んで

いる。遺物には焼けた偏平楕円礫1点と炭化材がある。

FP26焼けは弱く締まっていない。開拓期の建物の柱穴に寄って一部が破壊されている。遺物は出

土していない。

FP27焼けは弱く締まっていない。遺物は黒曜石の剥片1点がある。

FP28焼けは弱く締まっていない。遺物も出土していない。

FP29焼けは弱く締まっていない。遺物は、焼土の上面に天神山式土器片1点があり、焼土中には

黒曜石の剥片2点が含まれていた。

FP30 ユカンボシ川沿いのもっとも大きな地割れの肩口に位置する。本焼土の上、 Ⅱ層上面には擦

文期の焼土が所在する。良く焼けて締まっているが、地割れの影響で北側部分は動いているよ

うである。遺物には、焼土上面から出土した黒曜石製の削器1点がある。

焼土のうち、時期が特定できるのは天神山式土器片が出土したFP29のみであるが、確認レベルや

位置からみてFP27～29は同一時期のものと考えられる。また、Tピットの覆土にみられる焼土は、

余市式期の所産と考えられる。その他の焼土については積極的に時期を想定し得る材料はないが、土

器片などの分布状況からみて柏木川式期に属する可能性がもっとも高い。

FP20と23で黒曜石の剥片がまとまって出土しているが、その周辺に関連遺物があまりみられず、

その用途は不明である。

全ての焼土についてフローテーションを実施したが、早期・前期の焼土同様に動物遺体は全く検出

されず、植物性遺物は、FP20でクルミの内果皮片が確認された他は、FP32で不明種子1点が検出

されているのみである。なや、TP4 ． 5の擴底面の土についてもうローテーションを実施したが、
これからも不明種子が検出されている。
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2 包含層の遺物

1） 土器
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V縄文時代中期～晩期の遺構と遺物

| | |群a類土器（図V-11-1～7)

円筒土器上層式は115点出土している。調査区の中央部に散発的に分布する。4.4, 4.5区に集中が

みられる。 1は貼付帯に竹管状工具による押引風の刺突文が右から施されている。器面は茶褐色でL

Rの縄文が認められる。内面は剥落している。 2は断面が三角形の口縁肥厚帯に粘土紐が鋸歯状に貼

付られ、頸部に竹管状工具による刺突が施されている。頚部から胴部には粘土紐を横環させ、その間

に粘土紐を鋸歯状に貼付けている。粘土紐にはRLの縄文が押捺されている｡ 3 ･ 4は断面三角形の

口縁肥厚帯に押し引き風の刺突が2列施されている。 3は半裁竹管、 4は竹管状工具による。 3は萩

ケ岡2式、 4は萩ケ岡1式に相当する｡ 5～7は胴部破片である。いずれも地文にLRの斜行縄文が

施されている。 5は粘土紐をはさんで地文を擦り消し竹管状工具による刺突が2列横環する。下の列

の刺突は右方向からのものである。粘土紐には地文と同じ縄文が押捺されている。

Ⅲ群b 1類土器（図V-11-8～32)

天神山式は394点出土している。 1.5区、 3.6区、 4.0区に集中がみられる。大木8式系の土器が2点

出土している。便宜上ここに含む。

8は箆状工具による施文のみられる口縁部である。断面四角形の口唇に台形の小突起を設け、その
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v縄文時代中期～晩期の遺構と遺物

頂部に右からの刺突が施されている。口唇には同様の工具による調整が認められる。地文にはLR斜

行縄文が施されている。

9 ．13は半裁竹管による施文のみられる口縁部である。 9は薄手で、口唇に右からの刺突が施され

ている｡ 13は断面三角形の口縁肥厚帯に突起が付けられていたとみられる。突起は欠損している。肥

厚帯にはLRの斜行縄文を施した後、半裁竹管による下からの刺突が施されている。肥厚帯の下には

平行沈線が認められる。口唇には炭化物が付着している。胎土には砂粒が少なく焼成が良い。

10～12．16．17は竹管状工具による施文のみられる口縁部である。 10は貼付帯の上面と下面に刺突

による刻みが施されている。 11は丸みを帯びた口唇に刻みが施されている。刻み部分には地文と同じ

LRの縄文が認められる。 12は平らな口唇と、地文にRLの斜行縄文の施された口縁に刺突が加えら

れている。 16は断面三角形の口縁肥厚帯に縦に粘土を貼り付けた小突起がみられる。突起には半裁竹

管による下からの刺突が施されている。口縁には前列は右から、後列は突起をはさんで左側は右から

右側は左から、押し引き風の連続刺突が2列施されている。 17は突起がみられないが16と同様のもの

である。連続刺突は右から施されている。

14．15は棒状工具による施文のみられる口縁部である。 14は貼付帯が右下がりの沈線で刻まれてい

る。貼付帯の下には横走沈線、口唇内側には刺突が施されている。 15は萩ケ岡3式に相当する。口縁

が矢羽根状に刻まれている。

18～26は胴部破片である。 18は地文にRLの斜行縄文を施し、粘土紐を垂下している。垂下帯には

半裁竹管による沈線が認められる。 19は縦と斜めに貼付られた粘土紐に半裁竹管による下からの連続

刺突が施されている。地文はRLの斜行縄文である。 20には大部分欠落しているが貼付帯が認められ

る。地文のLRの縄文が貼付帯にも施されている。貼付帯の下には竹管状施文具による右からの刺突

が施されている。また、刺突と貼付帯の間には地文と|司じ原体による縄文が横に押捺されている。 21

はLRの地文の半裁竹管による右からの刺突が加えられている。 22には綾絡文が施されている。 23･

24はLR+RLの結束羽状縄文が施されている。 23の内面は磨かれている。 25はRL複節斜行縄文が

施されている。 26は胎土に砂粒を含む。器壁が厚くLRの斜行縄文が施されている。

27～30は底部破片である。 27～29は直立する。 27･28は底にも地文と同じRLの斜行縄文が認めら

れる。 29は萩ケ岡3式に相当する。胎土には砂粒が少なく焼成が良い。 30は上げ底気味で張り出す。

31．32は大木8式系の土器である。いずれも地文はLR斜行縄文である。器面は暗茶褐色で内面は

磨かれており黒褐色である。胎土に砂粒が少なく焼成が良い。 31は口唇に、縦に刻みを入れて横位の

沈線を施している。31は2.5-07区、 32は1.5-73区から出土した。

Ⅲ群b2類土器（図V-12．13、図V 14-1～46)

柏木川式は最も多く出土している。調査区全域から2857点出土しており、特に南側と北端を除く中

央部分西側で多く分布する。

図V-12-1～3は口縁部に沈線文が施されたものである。箆状工具による比較的太い沈線が浅く

施されている。 1 ． 2の口唇には同様の工具による刻みが施されている。 2はLR斜行縄文の地文に

沈線を施した後、右からの刺突が加えられている。 3の工具は1 ． 2のものより細い。地文はRL斜

行縄文である。

4～11は口縁部に刺突が施されたものである。断面三角形の工具によるもの(4) 、竹管状工具に

よるもの（5～8） 、半裁竹管によるもの（9～11）がある。 5～11はいずれも右からの連続刺突で

ある。 4～7は口唇にも同様の工具による右からの刺突が施されている。 9は内面に、 10は口唇に地

文と同じ縄文が施されている。地文は4 ． 9 ．10がLR斜行縄文、 5～8はRL斜行縄文である。 9 ．
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v縄文時代中期～晩期の遺構と遺物

10の胎士には砂粒が少ない。

12～29は口縁に貼付帯のみられるものである。 12．27は貼付帯に竹管状工具による刺突が施されて

いる｡ 12は口唇にも2列施されている｡ 27は断面が三角形の貼付帯に縄が押捺されている。貼付帯の

上面に沈線、下面に刺突が施されている。内面は剥落している。 13～18は貼付帯に半裁竹管による刺

突が施されている。 13は右からの刺突、 14～18は左からの連続刺突である。貼付帯の下には横走沈線

を引き、下からの刺突を加えている。器面にはRLの縄文の圧痕が認められる。 14は横位のLR縄文

が施され、貼付帯の下に刺突が施されている。 15～18は口唇に棒状工具による刺突が加えられている。

17.18の口唇には小さな山形突起が付けられ、その下に貼付帯から垂下する粘土紐が貼られている。

19．24は貼付帯に棒状工具による刻みが施されている。 19は口唇の内側にも刺突がみられる｡ l］唇に

は小さな山形突起があり、突起下の貼付帯には刺突が施されている。その下に、下からの刺突が縦に

加えられている。 24は口縁が弧をなす。貼付帯と口唇の断面は三角形で、口唇が刻まれている。 20～

23．25．26は貼付帯が縄の押捺により刻まれている。貼付帯の下には縄線文が施されている。 22の口

唇には小さな山形突起がある。 25の貼付帯には縄線文が施されている。

28．29は口縁部に貼付帯のみられるものである。 28は貼付帯が箆状工具により調整されている。貼

付帯の上面は同様の工具により刻まれ、口唇と内面には縄が押捺されている。 29は口唇に竹管状工具

による右からの連続刺突が施されている。貼付帯にも左からの刺突が施されている。

30は口縁部に隆起帯のみられるものである。緩い山形の突起をもつ土器で、口縁と隆起帯とその上

には半裁竹管による右からの連続刺突が施されている。

図V-13-1～6は口縁部に縄縄文のみられるものである。 1は口縁に縄線文が2条施され、貼付
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V縄文時代中期～晩期の遺構と遺物

帯風にしている。 2は口縁がやや広く、口唇は欠落している。 3は薄手で口唇に小突起がある。口唇

上には断面が三角形の棒状工具により、右からの刺突が施されている。いずれも地文はLRの縄文で

ある。 5 ． 6は薄手で口縁短部が厚くやや開く。 6の地文はLRの斜行縄文である。

21．22は口縁部に綾絡文のみられるものである。地文はLRの斜行縄文である。 22は2次焼成を受

けている。 1.5-04区より出土した。

7～20･図V 14 1～3は口縁部に地文の縄文だけが認められるものである。口唇上に施文のみ

られるものと無文のものがある。 7は口唇上に半裁竹管の凸部による刺突が右から施されている。 8

～11は口唇上に竹管状工具による刺突が施されている。 8 ．11は左から、 9 ･ 10は右からの刺突であ

る。 12～15は口唇上に半裁竹管による連続刺突が施されている。 12は右からの押し引き風の刺突であ

る。 13は左から、 14． 15は右からの連続刺突である。 13～15は口縁が外反する。 16は口唇上に爪形の

刺突が施されている。 17．18は口唇上に縄文が施されている。 19．20， 1～3は口唇上が無文のもの

である。 19は口唇が薄く尖り気味である。 2 ． 3は口唇がなで調整されている。地文は1 ． 2がRL、

ほかはいずれもLRの縄文である。

4～30は胴部である｡ 4～10は沈線文のみられるものである｡ 6 ． 7には縦の沈線がみられる。 8 ･

9には綾絡文も施されている｡ 10は半裁竹管による下からの刺突が縦に施されている。 11は棒状工具

による刺突が施されている。 12．13は竹管状工具による押し引き風の刺突が右から施されている。 14

~19は貼付帯のみられるものである。 14は貼付帯の上下に半裁竹管による右からの刺突がめぐらされ

ている｡ 15は貼付帯に爪形の刺突が認められる。貼付帯の下には竹管状工具による右からの刺突がめ

ぐらされている。 16は貼付帯が竹管状工具による右下がりの沈線で刻まれ、貼付帯の上には左からの

刺突が施されている。 17～19は貼付帯が縄により刻まれている。 19はさらに縄線文が施される。 20~

22は垂下帯のみられるもの。 20は垂下帯の痕跡が残る｡ 21．22には竹管状工具による施文がみられる。
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V縄文時代中期～晩期の遺構と遺物
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V縄文I寺代中期～晩期の遺構と遺物

’21は垂下帯を右下がりの沈線で刻んでいる。 22は刺突が施されている。垂下帯には下から、器面には

右からの刺突である。 23は肥厚帯に半裁竹管による右からの押し引き風の刺突が施されている｡ 24･

25は縄線文が施されている。 26～28は綾絡文が施されている。 29．30は結束のみられるものである。

31～46は底部である｡31．32はやや角ばる。 33～42は張り出す。43．44はつぶれている。45．46は

ミニチュア土器の底部である。

Ⅲ群b3類土器（図V-14-47～50)

北筒式は調査区中央部と川寄りの部分に18点出土している。47は器面にRL斜行縄文が施され、口

縁に円形刺突文が加えられている。口唇には半裁竹管の凹面による右からの連続刺突が施されている。

48は断面が三角形の肥厚帯の下に円形刺突文が施されている。摩耗が激しく、内面は剥落している。

49．50は底部で張り出している。49にはLR斜行縄文が施されている。いずれも器面は黄褐色で焼成

がよくない。

Ⅳ群a l類土器（図V 15-1～32)

余市式は調査区の南側を除くほぼ全域から1326点出土している。特に調査区の中央部分に多く分布

する。 1．7， 1．8区、 5．4区に集中がみられる。出土した後期の土器はほとんど余市式であるため、便

宜上本項に限り余市式をⅣ群a1類、それ以外の後期前葉の土器をⅣ群a2類と仮称したい。

復元個体は5.4-36区から出土した。 1は口径32.5cmをはかる。貼付帯がタガ状にめぐらされ、口縁

には貼付帯が重ねられている。器面と口唇にLRの斜行縄文と繊維の粗い無節の縄文が施されている。

器面は燈褐色、内面は褐色である。胎土に砂粒を多く含む。

2～11は口唇が平らなものである。器壁は薄く、いずれも口唇と内面が、なで調整されている。

2は器面に縦位、口縁貼付帯に横位のLRの縄文を施している。胎土に小礫を含む。 3～5は器面に

横位にRLの縄文を施した後、口縁貼付帯上に同様の縄文が施されている。 6は貼付帯の下に縦位の

調整痕がみられ、 この部分からやや膨らむ器形である。貼付帯には横位にRLの縄文が施されている。

7は貼付帯にRL+LRの結束羽状縄文が施されている。胎土に小礫を含む｡ 8は器面と貼付帯に横

位にRLの縄文が施され、貼付帯には同じ原体による横位の圧痕が深く加えられている。口縁には炭

化物が付着する。 9は薄い貼付帯上に横位のRLの縄文が施され、棒状工具による刺突が加えられて

いる。刺突には下、上、右からの3方向がみられる。右からのものは押し引き風である。 10.11の器

面には押し引き風の刺突が左から施されている。

12～17．20～24は口唇の内側が外側より低くなるものである。 12は貼付帯に横位にLRの縄文を施

し、箆状工具による右からの押し引き風の刺突が加えられている。器面には横位にRLの縄文を施し、

貼付帯の下を箆状工具によりなで調整している。 13も12と同様で押し引き風の刺突は棒状工具による。

14．15は貼付帯に施される縄文が口唇にまで及んでいる。 14は横位のRL、 15は横位のLRである。

15の口唇内側は調整されており段差が認められる｡ 16．17は竹管状工具による刺突が施されている。

地文はRLの斜行縄文で胎土に砂粒が多く脆い。 20～24は貼付帯に縄文のみが施されるものである。

20～22．24はRL斜行縄文、 23はRL+LRの結束羽状縄文である。

25～29は口唇が丸みを帯びたものである。器壁は厚い。 25は口縁が外反し、貼付帯に横位のRLの

縄文が施されている。胴部は無文帯の下から膨らむ。 26には薄く幅広い貼付帯がみられる。 27．28は

口縁貼付帯は無く、わずかに隆起がみられる。いずれも横位にRLの斜行縄文が施されている。 29は

円形刺突文が施されている。胎土とに小礫が多く脆い。

18．19･30は胴部破片である。 18．19は16･17と同様の土器の胴部である。30はLR+RLの結束

羽状縄文が施され貼付帯の下が擦り消されている。 1.5区、 1．8区、 2．8区、 2.9区、4．10区など広範囲

l
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V縄文時代中期～晩期の遺構と異物
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V縄文時代中期～晩期の遺構と異物

にわたって同様の破片が出土している。

31．32は底部破片である。31は直立気味でLR斜行縄文が施されている。32はわずかに丸みを帯び

RL斜行縄文が施されている。

Ⅳ群a2 ． b・c類土器（図V-16-1～10)

余市式を除く後期の土器は32点出土している。調査区の北側と中央部、南端に散発的に分布する。

1の胎土は灰褐色で器壁が厚く堅い。RLの斜行縄文の地文に3本単位の横走沈線と2本以上の単位

の縦走沈線が施文されている。手稲砂山式に相当する。4.4区より1点だけ出土した。 2は角ばった

渦巻状の沈線文で区画した中を擦り消している。入江式に相当する。 3は薄手で口唇には地文と同じ

縄文が施されている｡ 4はRL斜行縄文の地文に三角形を重ねるように沈線文が施されている。 5は

LR斜行縄文の地文に横走沈線が引かれている。いずれも入江式より新しく手稲式より古い時期のも

のと思われる。 6は口唇に付けられる飾りである。口唇に刻みが施されている。鰔澗式に相当する。

2.8区より1点だけ出土した。 7．8は沈線文が施されている。胎土は灰黄褐色で小礫を含む。焼成が

よく堅い。同一個体と思われる。堂林式に相当する。9． 10は地文にRL斜行縄文が施されている。

胎土は茶褐色で小礫を含む。三ツ谷式・御殿山式に相当する。

V群b・c類土器（図V-16-11～18)

晩期の土器は調査区の中央部分と川寄りの部分で42点散発的に出土している。 llは口唇に縄による

大きな刻みが施されている。口縁はやや外反する。タンネトウL式系と思われる。 12は口縁がやや外

反し口唇は尖り気味である。口唇の内面にも地文と同じLR斜行縄文が施されている。 13は薄手の浅

鉢形土器である。口縁は直立し、ややくびれて外反する。地文はLR斜行縄文。 14は12と同一個体と

思われる胴部破片でLR斜行縄文が施されている。いずれもタンネトウL式に相当する。

15は薄手の壺形土器である。器面にRL斜行縄文が施されている。口唇は内傾し地文と同じ施文具

によるとみられる縄文が押捺されている。幣舞式系と思われる。 16は浅鉢形土器である。地文にRL

斜行縄文が施され、内傾する口唇にも同様の縄文が押捺されている。幣舞式に相当する｡ 17．18は胴

部破片である。地文は17がRL、 18がLRである。幣舞式・緑ケ岡式に相当する。
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V縄文時代中期～晩期の遺構と遺物

2） 石器類（表V－2～11、図V-17．18、写真図版40～42)

中期・後期に属する石器類としては、剥辺石器類が石鐡20点、石槍8点、削・掻器8点、R･F9

点、U・F2点の計47点で、礫石器類が砥石6点、たたき石10点、石皿4点、台石6点、板状礫2点

の計28点ある。剥片類はすべて黒曜石で、Tピットの覆土中に1点と焼土から出土したものl17点、

他に礫1点の総計194点である。

石器類の分布をみると、全体にまばらで際立って集中する地点は見受けられない。中でもTP3よ

り南側は、わずか5点が出土しているのみでき極めて少ない。

以下、器種毎に主な点を記す。

石鑑形態別の内訳は、有柄凸基11点、有柄平基4点、菱形の可能性があるもの3点、不明2点であ

る。図番1は焼けた石鍼の先端部を再調整（スクリーン・ トーン部分） しているもので、その部

分だけ光沢がある。

石槍図番15を除き全て有柄凸基である。 15は流紋岩部分の多い黒曜石製で、菱形の石槍としたが、

図の右側縁は表裏から交互剥離がなされており、削器に転用されている可能性がある。

削・掻器図19は摩耗した石槍もしくは削器を再加工（スクリーン・ トーン部分） したものである。

図20は流紋岩部分の多い黒曜石製で、両側縁に極めて粗い刃部加工が施されている。
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V縄文時代中期～晩期の遺構と遺物

表V－2 石鍼一覧
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V縄文時代中期～晩期の遺構と遺物

表V－7 砥石一覧
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表V-11 板状礫一覧

幅luL|"(m11=1E)|F
61.9 14.8 110.0 砂岩

52.8 10.0 46.8 _砂岩篭
グリッド|長さ(m)
2． 3－751 69．6
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筐

砥石図番23は四面ともよく使用されくぼんでいる。同24は両面の他に側縁と端部も使用されている。

たたき石10点のうち7点が安山岩を素材としている。No.8 ． 9はVa層の軽石を使用しているも

のであるが、柔らかく軽いもので効果の程は疑問である。いわゆる「トチむき石」状の使用痕を

残すものはない。

石皿図番30は、流紋岩を素材とし一面をすりくぼめたもの｡ l司31は一面に敲打痕のみられるもので、

素材は安山岩である。

台石 5点の出土であるが、いずれも2.7区からの出土であり、この時期の遺物としては特徴的な出

土傾向を示している。いずれも破片で、素材は砂岩と安山岩がある。

板状礫図32は砂岩の破片で一面が欠損しているが、残る一面と側縁部はみがかれている。
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Ⅵ続縄文・擦文時代の遺構と遺物

1 遺構

続縄文時代遺構に属する遺構には、擦文時代の竪穴1基と焼土17ケ所がある。

1） 竪穴（図Ⅵ－2～4）

1･6-04区を中心とした地点に掘り込まれている。規模は長軸約380cm、短軸320cm、深さが確認面

から約50cmである。北西部分が地割れによって開いているが、平面形は隅丸の長方形を呈していた

ものと思われる。なお、竪穴の中央南側にみられる地割れは、竪穴構築以前(TP5構築後）のもの

で、床面で確認できたものである。掘り方の底面はⅣ層上面で、一部Va層の大粒軽石が顔を覗かせ

ている。床は炭化物まじりのⅢ層土で、比較的固く締まっているが平坦ではない。カマド及び柱穴は

確認されていない。床面中央には焼土1がある。この中からは、 フローテーションによってマメ科の

種子2粒と不明種子2粒が得られている。焼土2 ． 3は、床面よりわずかに高いレベルに位置する。

焼土2もフローテーションを実施したが、不明種子1粒が得られたに止まった。

この竪穴は、Ta-a層を剥いだ段階で丸いくぼみとして確認されている。覆土は大きく二つに分か

れる。最下層は、中央の焼土1を覆うように広がる覆土5で、焼土2 ． 3の下面にあたる。 Ⅱ層とⅢ

層の入り混じった土で焼土粒を含んでいる。 この層の周囲には、覆土3 ． 4 ． 7層がみられるが、か

なり入り組んでおり通常の流れ込み堆積とは様相が異なる。また、後述するようにこれらの層の上下

で密接な遺物の接合関係がみられるので、一括して覆土下層とする。上層は流れ込み堆積で、壁際に

覆土3 ． 6 ． 7層がみられ、その上にⅡ層が堆積している。なお、Ⅱ層上面にみられる燈褐色士（Ⅱ，

層）は、Ta-a降灰の影響を受けて色調が変化したⅡ層と思われる。また、 Ⅱ層の半ばより若干上位

にFP42がみられる。

遺物は土器、ラウンドスクレイパー片、石核、F・C集中、方割礫、楕円礫、剥片がある。

土器1 （図Ⅵ 4-1)は、床面直上に横倒しの状態で出土した土器である。完形に復元できたが、

底部は穿孔されており、その周囲は花弁状に削られている。また口縁の一部を欠いているが、 これは

意図的に打ち欠かれた可能性が強い。土器2は焼土1の北側上部（覆土下層の上面）から、やはり横

倒しの状態で出土したもので、破片は焼土1の南側や土器1の集中内などからも出土している。完形

に復元できたが、 これも底部が穿孔されている。土器3は、北側壁近くの覆土下層から集中して出土

したものであるが、地割れの影響でか破片の向きがばらばらであった。また破片の一部は、土器1 ．

2に混ざって出土しており、東壁上の覆土上層から出土している破片もある。完形に復元できたが、

器形・文様とも土器1 ． 2とは異なっており、底部の穿孔もない。また、内外面に炭化物が付着して

おり、補修孔もみられるなど日常的に用いられていた様子が窺える。土器4は、口縁の一部が焼土3

の下から、残りの口縁と胴部の一部が土器1の底部北側から出土しており、胴部の大半は土器1東側

の覆土下層から出土している。ほぼ完形に復元できたが、底部を全く欠いている。口縁部の内外面に

は炭化物が付着しており、胴部は二次焼成を受けてひしやげている。土器5は、口縁部から胴上半部

にかけての破片約半分が出土している。出土位置は焼土1の西側上部で、一部土器2と混在し、胴部

破片は焼土1南側などからも出土している。また、 1.2-25,68区の包含層から出土した破片とも接合

した。土器6は、口縁から胴部の破片約3分の1から図上復元したものである。破片の出土地点はま

ちまちで、土器3～5の集中内にそれぞれ1片、竪穴中央付近の覆土下層で2片、東壁付近の覆土上

層から単独で1片、 1.6-55区の包含層から1片が出土している。 この他、図Ⅵ－9－7や、外面に段

をもつ杯の破片1点が床面直上から、床面直上・覆土上層及び1.6-18区の包含層出土の破片が接合し

た大型の杯の底部が出土している。 これらが本竪穴に伴う土器で、擦文時代早期の一括資料として捉

えられる。
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なお、他に柏木川式・余市式土器片が各1点と幣舞式土器片（2点接合）が出土している。竪穴を

掘り込んだ際に掘り上げられたものである。

ラウンドスクレイパー片（図Ⅵ－4－7）は、南壁近くの床面直上から出土したもので、先端部の

破片である。石核は西壁の覆土最上部から出土したもので、本竪穴に伴う遺物ではない。石材はメノ

ウ質の珪質頁岩である。剥片・砕片は、床面から150点出土しているが、そのうち138点は北東隅のF・

C集中から得られている。この剥片類には礫皮片が多く含まれており、 ラウンドスクレイパーを製作

した際の剥片類と考えられる。覆土下層からは16点、上層からは8点が出土しており、それぞれ1点

が焼けている。また焼土2のフローテーションでも砕片4点が得られている。

方割礫は、床面直上から焼けたもの2点が、覆土上層からは1点が出土している。このうち床面か

ら出土した1点は1.6-95区の地割れ（竪穴中央の地割れに続くもの）内から出土した方割礫と接合し

た。礫は床面直上から珪岩の楕円礫1点が出土している。 この石材は縄文早期のすり石No.9と同じ

ものである。 これらの遺物は、柏木川式や余市式土器片と同様、本来竪穴に伴うものではなく竪穴を

掘り込んだ際に掘り上げられたものと思われる。

表Ⅵ－1 竪穴出土石器等一覧

グリッド|層位|"(m)
0･593 闇辻屑必､5

95闇辻屑 64．5
l｡eO3緬吐13.9

03駈聰62．8
03緬趾131.1
03緬吐68．5
151F麺61．6
緬趾

鶚黒苦鶚拐鏡儲-閏響
31.4 24.1 73.4安山岩楕円礫 192
26．2 6．2 1．9黒曜石鍔器 1 198
44.1 38.6123.8安山岩繩C 88
38.4 31.1 177.2安山岩力轆B 2 156

41.3 38.8180.9 恥岩撫D 157
3L3 22giL4壁一幸楕円礫 m
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図Ⅵ－3 竪穴出土土器接合関係図
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2）焼土（図Ⅵ－5 ． 6）

16カ所が確認されている。以下個々にその知見を記す。

FP35 1．1区のラウンドスクレイパー(R・S)集中地点で確認されている。良く焼けて締まって

おり、黒曜石の剥片・砕片20点（うち8点が焼けている）が出土している。

FP36 1．2区の土器片集中地点に所在。焼けは良いが、木根の攪乱がみられる。二次焼成を受けた

甕の口縁部片1点と、黒曜石の剥片・砕片17点（うち1点は焼けている）が出土している。

FP37 2．3区のR・S集中地点南側に所在。焼けは弱く締まっていない。黒曜石の剥片1点がある。

FP38焼けは弱く締まっていない。遣物も出土していない。

FP39 2．4区の土器片集中地点西側に所在。良く焼けており、黒曜石の剥片3点が出土している。

FP40良く焼けて締まっているが、遺物は出土していない。

FP41 焼けは弱く締まっていない。遺物も出土していない。

FP42竪穴の覆土上層に所在する焼土を一括している。良く焼けているが、遺物は出土していない。

FP43良く焼けて締まっているが、遺物は出土していない。

FP44焼けは弱く締まっていない。遺物は黒曜石の剥片1点がある。

FP45中央部分はかなり厚く焼けており、焼けも良い。遺物は黒曜石の剥片1点と、フローテーショ

ンで得られたブドウ属の種子1点がある。

FP46埋没した地割れ上に所在する。上部の焼けは良いが締まっていない。遺物も出土していない。

FP47 FP46の南側に所在。焼けは弱く締まっていない。遺物も出土していない。

FP48 ユカンボシ川への落ち際に位置する。焼けは弱く締まっていない。遺物も出土していない。

FP49．50 ユカンボシ川沿いのもっとも大きな地割れの内部上面に位置する。焼けは弱く締まって

いない。遺物も出土していない。

FP51 ユカンボシ川沿いのもっとも大きな地割れの肩口に位置する。本焼土の下、Ⅱ層中位には縄

文中期の焼土が所在する。良く焼けて締まっているが、遺物は出土していない。
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W続縄文・擦文時代の遺構と遺物

2 包含層出土の遺物

1） Ⅵ群b類土器（図Ⅵ 7、写真図版43，45－右下）

赤穴式土器89点と後北C2 ．D式土器195点が出土している。赤穴式は、底部を除く破片一個体分が

2.8区からほぼ一括で、後北式は、2．7，3．7，4．7区と3･10，4･10区でそれぞれにまとまった破片力x出

土している。

1～3は、同一個体と思われる赤穴式の深鉢口縁部片である。口唇は平縁で細い刻みが間隔をあけ

て施される。文様は付加条の撚糸文で、口唇直下は横あるいは斜め、その下位は縦に施されている。

整形は内外面とも横方向のナデがみられるほか、外面にはささくれだった工具による擦痕や溝状の痕

跡がみられる。なお、口縁下位に外側から押しつけられて器厚が薄くなっている部分が横環する。 こ

れは、ユカンボシE3遺跡の赤穴式にみられるように（平成3年度恵庭市教委発掘調査資料） 、本来

は全体を湾曲させてくびれを作出するべき部分と思われる。また、ほぼ一定の器厚が、 くびれ部分か

ら口唇に向けて細く尖るようになるものも特徴的である。

4は、3.10区から出土した深鉢の口縁部片である。赤穴式同様、口縁部に外からの押しつけによる

くびれがみられる。口唇部に向けて細く尖る。口唇直下には疑縄貼付帯が一条付され、口唇にも細か

な刻みが施される｡ 5は2･6区から出土した深鉢の口縁部辺で、器厚は一定である。 6は、 4．10区か

ら出土した胴部片である。微隆起線部分に赤色顔料が塗られており、土器自体の焼きもの赤褐色であ

る。 7は1.7区から出土した底部片で、三角列点文と横走する帯縄文がみられる。張り出しはない。
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図Ⅵ－7 包含層出土の土器（1 ）

92
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写真図版45-右下は、3．7，4．7区出土の破片から想定復元した深鉢で、口縁が山型をなす。推定器

高は25cm、推定口径23cmである。口唇部に細かな刻みが施されるほかは無文である。底部は作りつ

けの平底で、内面は丸く、外面は明瞭に張り出すように接合されている。体部の調整をみると、外面

は全体にケズリの痕跡が顕著に残っており、その上にささくれだった工具によるナデが上半部は横に、

下半部は斜めに施されている。更に口唇直下の部分には、 トクサ状工具による細かなナデが横方向に

施されている。また、その部分には外からの押しつけによるくびれがみられ、赤穴式同様口唇に向かっ

て細く尖っている。内面は原体が不明であるが丁寧なナデが横あるいは斜めに施されている。後北式

としては異質な土器で、実見していないが、器形的には白坂遺跡第4地点（久保1983）出土の小坂

X1式類似とされている、第142図11の土器に通じるものがある。

2） Ⅶ群a類土器（図Ⅵ－8 ． 9、写真図版44～46）

擦文時代の土器片は、全部で1,648点出土しているが、図8－7以外は本類に属するもので、 1･0，

1．1， 2．0，2．3，2．4区に集中している。 1は2．0区から一括出土した小型の甕で、約四分の一個体が

ある。板状工具による浅い沈線が口縁直下と頸部下位に施され、それぞれ弱い段をなしている。調整

は外面頚部が横方向のナデ、胴部が主として縦方向のミガキで、内面は口縁部が横方向のハケメ、胴

部が縦ミガキである。内外面とも若干の炭化物が付着している。底部は平底で張り出さず、木葉痕な

どはみられない。 2は2.4区出土の小甕で、約二分の一個体がある。明瞭な段状沈線を口唇から頸部

に隙間なく廻らせ、内外面ともハケメ調整されている。底部はわずかに張り出す。底面には圧痕はみ

られない。 3は更に小さな甕で、 1.1区から一括出土しているが、口縁から胴上半の一部を欠く。頸
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部に4条の細い沈線を廻らせ、肩部はわずかに段状を呈す。調整は外面がハケメの後ミガキ、内面は

ハケメである。底部は張り出さず、圧痕もみられないo 4は1．5， 1．6区出土の底部片で、約二分の一

がある。調整は内外面ともハケメで、炭化物が付着している。底部はわずかに張り出し、底面にはサ

サの圧痕がみられる。 5は2.4区出土の甕で、底部を除き約三分の一がある。浅い沈線を口唇から頚

部に隙間なく廻らせるが、肩部に段はつかない。調整は内外面ともハケメの後ミガキが部分的に施さ

れている。 6は2.4区から出土した杯で、約二分の一個体がある。外面に明瞭な段を有し、内面にも

それに対応するくびれがみられる。内面は黒色処理しされている。内外面とも丁寧なミガキがなされ

ているが、共に口唇直下に沈線状のミガキ残し部分がある。
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図Ⅵ－9 包含層出土の土器（3）
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図9－1は横走沈線と山形沈線がみられる北大Ⅲ式土器で、胎土は粗い。 2は横走沈線と縦の短い

沈線がみられる。口唇は丸く、浅い刻みが施されている。 3～10は、口唇が凹状で上端が卜の字状を

呈するもので、口縁上部が内湾する｡ 3は肩部の段が明瞭で、頸部には2種類以上の工具による粗雑

な沈線が廻らせれている。 4はトクサ状工具による深い沈線が上下に分けて施文されている。 5～10

は口縁の内湾が緩い。 5 ． 6の沈線はわずかに段状を呈す。 7は竪穴の床面直上から出土したもので、

同一個体の破片はない｡ 8は口唇の立上がり部分で急に内湾する。 9の沈線は板状工具による段状の

ものと、棒状工具による丸いものがある。 10の沈線は幅広の弧状工具によるものである。 11～13は凹

状口唇で上端が水平なもので、口唇直下の外面が膨らむ。沈線はいずれもトクサ状工具で、 11．12は

丸く、 13はわずかに段状を呈す。 14～16は、凹状口唇で上端が卜の字状を呈すもので、口縁上部に幅

広の沈線がみられる｡ 14は口縁部に板状工具による幅広の沈線が2条、肩部にごく細い沈線が2条み

られる。頚部は斜め、胴状半部と内面は横のハケメ調整である。炭化物が内外面に付着している。 15

は板状工具による低い段状沈線がみられる。外面調整は縦のハケメ後横ナデ、内面は横のハケメで、

口唇直下のみ更に横ナデが施されている。 16はトクサ状工具による低い段状沈線が施され、内面には

炭化物が付着している。 17．18は、口唇が平坦で上端が水平をなすもので、複数の工具による粗雑な

沈線が廻らされている｡ 18は口唇外側が垂直をなす。沈線は弧状工具の二度引きによるもので、上側

は逆弧状をなす。外面に炭化物が付着している｡ 19は凹状態口唇で上端は水平をなす。口唇直下にご

く浅い沈線が2条みられ、肩部にはトクサ状工具による丸い沈線が2条廻らされている。調整は胴部

外面が縦、内面は横のハケメである。胎土は砂質で剥落が目立つ。 20は平坦口唇で上端は斜めになる。

沈線はトクサ状工具によるもので浅い。胎土は砂質で剥落が目立つ。 21は凹状口唇で上端は卜の字状

をなす。口縁は内湾しない。外面は斜めのハケメ調整後横ナデが加えられ、更に沈線より下位の部分

は、 トクサ状工具による沈線状の調整が横方向に施されている。内面は横のハケメ調整である。なお、

補修孔は内側から穿たれている。 22～24は、口唇がわずかに凹状で上端は斜めになるものである｡ 22

は口縁が内湾し、 トクサ状工具による段状沈線が廻らされる。調整は外面が横のハケメで、内面はミ

ガキあげられている。 23の口縁は内湾しない。沈線はトクサ状工具によるもので丸い。調整は外面が

横ナデ、内面は横あるいは斜めのハケメである。24の口縁は外反する。沈線はトクサ状工具によるも

ので浅い。調整は外面が横なで、内面は横のハケメである。 25は口唇がわずかに凹状で上端が水平で

ある。沈線は板状工具によるもので段状を呈す。 26の口唇は丸い。沈線はトクサ状工具によるもので

浅い。 27は凹状口唇で上端が卜の字状を呈し、口縁上部がわずかに内湾する。沈線には板状とトクサ

状の工具が用いられている。 28は口唇がわずかに凹状で上端は水平である。丸い工具の押しつけによ

る刻みが間隔をあけて施されている。 トクサ状工具による粗雑な沈線が、口唇直下から隙間なく廻ら

されている。 29は頸部片である。沈線はトクサ状工具によるもので丸く浅い。上下の沈線間は縦方向

のハケメ、沈線より上位には横のハケメとナデがみられる。内面はハケメ後丁寧なミガキが施されて

いる｡30は口唇が丸く、口縁は全体に内傾し下端の部分で外反している。調整は内外面とも横ナデで

ある。小型の壷あるいは胴張り甕と思われる｡ 31は外側にツバが付く口縁部片である。同形の完形品

として、サクシュコトニ川遺跡（横山ほか 1986）出土の個体番号10 (PL2-207)がある。また、頸

部の内側にツバが付く例は南島松4遺跡（平成3年度恵庭市教委発掘調査資料）から出土している。

3） Ⅶ群c類土器（図Ⅵ－8、写真図版45）

図8 7の1個体のみである。出土地点は3.8区で、 a類土器とは分布を異にしている。表面の剥

落が著しいが、縦・横・斜めの沈線と列点で文様を構成している。肩部の段はなく、胴部に短い山形

沈線の集合が垂下している。調整は外面がハケメ、内側がミガキで、外面に炭化物が付着している。
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3） 石器類（図Ⅵ－6 10～12、写真図版47,48)

擦文時代に属する剥片石器類は模形石器3点、 ラウンドスクレイパー57点、R･F、U･F各3点、石

核4点、異形石器1点の71点、全て黒曜石製である。礫石器類はたたき石1点、石皿2点、方割礫3

点、礫2点の計8点。剥片は389点で、他に方割礫接合資料l個体がある。

分布をみると、 1．1区と2.3区にラウンドスクレイパーの集中がみられ、 1．1区からは、U｡F、石核、

石皿、方割礫が、 2．3区からはU･F、石核、たたき石が出土しているほか、F･C集中もある。 これら

の集中地点については、第Ⅷ章で詳述する。

以下、器種毎に知見を記す。

模形石器図番1は断面が湾曲しているが、基部に階段状剥離がみられ、先端が局所的につぶれてい

る。 2は側縁を欠いているが、やはり基部に階段状剥離がみられ、先端がつぶれている。

ラウンドスクレイパー続縄文時代後半の特徴的な石器として従来から注目されていたラウンドスク

レイパーは、文字通り円形を呈し、肉厚で礫皮を残すものが多かった。また刃部加工は角度が

急で、全周あるいは基部を除く縁辺に施されているものが一般的である。今回出土したものも、

そうしたタイプ°が主体を占めているが、中には図番13．45のようにエンドスクレイパー状のも

のや、 39．42のように薄手の剥片を素材としているもの、 12．17．21のように刃部加工が一部

にしか施されていないものもみられる。ここではそうした例も含めて、一括してラウンドスク

レイパーとして扱う。なお、刃部や側縁部に刃こぼれ状の小さな剥離がみられるものは23例、

基部や刃部がつぶれている例は30例にのぼる。

図番3 ． 4はいずれも先端部の破片であるが、刃こぼれ状剥離がみられる｡ 5～21は1.1区

の集中から出土したものである。 7は基部から右側縁にかけて欠損した後、側縁部に刃を再生

している。また左側縁はつぶれている。 13は縦長剥片の先端部にのみ刃部を作出したもので、

極めて異質な存在である。 14．16は先端がほぼ直角の刃部を形成するもので、いずれも基部・

先端ともつぶれている。 27は今回出土しているラウンドスクレイパーでは最大のものである。

腹面は擦痕が顕著で光沢が失われており、背面は腹面からのネガティブな剥離痕で構成されて

いる。従って、縄文の石核が転用されている可能性がある。 32～44は2.3区の集中から出土し

たものである。 32.33はF･C集中内からの出土で、33はNo.518及び集中内とその周辺から出

土した剥片と接合している。 （接合図は第Ⅷ章） 。45は摩耗した縦長剥片を素材とし、先端に

刃部加工を施したもので、刃部及び側縁部に刃こぼれ状の剥離がみられる。

R・F 3点いずれも4.10くからの出土で、 ラウンドスクレイパーの可能性がある。

U・F 1･1区と2.3区の集中地点と3.0区から各1点が出土している。

異形石器1.1区から出土したもので、両側縁に背面から挟り状の剥離を入れている。形態としては

図Ⅵ-16-128に示した砂岩製の石製品に似ているが、出土レベル地点ともラウンドスクレイ

パーの集中と同一であることから本時期に含めた。

石核1.1区と2.3区の集中地点と2.0区から各1点が出土している。 54bは1.1区から出土したもので

周辺から出土した剥片と接合した(54a)。 それをみると打面調整し剥片を剥ぐ技法ではなく、

両極打法で弾かせて剥片を得る方法である。

たたき石2.3区の集中地点から安山岩を素材とする1点が出土している。

石皿 2点がある。 57は1.1区の集中地点から出土したものと、 1.2区出土の破片が接合している。

方割礫接合資料1．1区の集中地点から出土したものl点がある。残存する表面には、土器の内外に

みられるような炭化物状付着がある。
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Ⅵ続縄文・擦文時代の遺構と遺物

表Ⅵ－2 模形石器一覧

’
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Ⅵ続縄文・擦文時代の遺構と遺物

表Ⅵ－3 ラウンドスクレイパー一覧

一
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Ⅵ続縄文・擦文時代の遺構と遺物

表Ⅵ－4 R・F一覧

No.グリッド
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表Ⅵ－6 異形石器
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表Ⅵ－7 石核一覧

NC:_グリッド 提迦1｣哩凹L"(m)謹血 石質 ｜図遡鋤o｢形態
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表Ⅵ－8 たたき石
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図Ⅵ－12包含層出土の石器（3）
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Ⅶ近代

Ⅶ近代
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Ⅶ近代

1 掘立柱建物跡

調査区北端、ユカンポシ川のすぐ南側で、計35個の柱穴が検出された。確認した層位は耕作士直下

である。掘り方の径は約30～40cm、深さは約20～40cm、内部には黒色土が混じる樽前a火山灰が充填

していた。柱根が残っているものが4カ所あった◎材はミズナラ、太さは20～30cmほどである。柱穴

は北東側の20個と南西側の15個の2群に分かれ、両者は約4mの間隔があることから、 2棟の建物が

あったものと推定される。柱穴の配列には不明瞭な点が多いが、建物の平面形は両者とも長方形と考

えられ、ユカンボシ川にほぼ平行して建っていたらしい。下流側の建物跡は南東の1列以外に明確な

柱穴列がみられない。主柱と束柱があるものと思われる。上流側は南東側の1列と北西側の2列に分

かれ、その間は3.5mほど開いている。

構築時期

柱穴掘り方に榑前a火山灰が多量に入っていることから、 1,739年以降に建てられたものと考えら

れる。近世アイヌ文化期の掘立柱建物跡は、恵庭市のカリンバ2遺跡（恵庭市教委1987） 、柏木川

11遺跡（同 1990）や千歳市教育委員会が調査したユカンボシC2、C5遺跡（千歳市教委概報19

90．1991)などで調査されているが、いずれも整然と柱穴が配列されており、本遺跡の例とは異なっ

ている。また今回の調査では、近世のアイヌ文化に直接結びつく遺物が出土していないことからも、

2棟の建物は本州からの移住者によって作られた可能性が強いものと考えられる。 『戸磯百年のあゆ

み』 （戸磯町内会1989）によれば、戸磯町には明治19年に山口県から七戸が入ったが、 「入植した

人びとは仮小屋から、割当てられた土地に家族全員で、丸太を切り、家の囲にする茅、葦、笹などを

刈って小さな掘立の草小屋を立て凌ぎ、形ばかりの雨露を防ぐ住まいであった」という。

明治43年の修正仮製5万分の1図をみると、ユカンボシ河の両岸沿いに住宅と思われる黒い長方形

の印が点々とみえる。号線道路も点線で表わされているが、本州からの移住者は先史時代の人たち同

様、川岸の微高地に家を建てたものと考えられる。本遺跡の近くに住む村本良男氏の話によれば、明

治の頃にはユカンボシ川の右岸に沿って道が通っており、札幌本道まで続いていた、と伝え聞いてい

るという。これらのことを総合すると、発掘された2棟の掘立柱建物跡は明治時代中頃、本州からこ

の地に入った人が建てた家屋の跡と推定される。

遺物

柱穴内からは、 4本の柱根以外に遺物は出土していない。 しかし、建物跡北側のユカンボシ川岸急

斜面の肩(2･10区）から出土した陶磁器類やガラス瓶（写真図版49)などが、 これに関連する遺物か

も知れない。三平皿、飯茶碗、徳利、ビール瓶、薬瓶などがある。
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Ⅷ成果と問題点

1 縄文時代早期の遺物集中点について

1） 第一地点（1.3, 2.2区、図Ⅳ－1）

東釧路Ⅳ式期に属する、石斧製作に関わる地点と考えられる。 1．3区は全て緑色泥岩、 2.2区はその

他の石材もみられるが、いずれも原石面を残した剥片類が細片は少ない。出土状況は散乱したような

状態で、一括投棄された様子はない。接合できたものも多く、図Ⅳ-14-99に示したように、大型の

原石の礫皮を剥ぎ取る作業が行われていたようである。なお、同一母岩と思われるすり切り残片が3.9,

3.10区から出土していることから、すり切りや研ぎ出しの作業は別地点で行われている可能性もある。

2） 第二地点（1.8, 2.8区、図Ⅷ－2）

ユカンボシ川への落ち際（1.8, 2.8区）に所在するFP12～15とP3.4を中心とした地点で、主体と

なる遺物は焼けた方割礫接合資料である。なお、 1.8区から出土している土器は全て東釧路Ⅳ式の比

較的新しい段階のもので、 2.8区には中茶路式土器と東釧路Ⅳ式土器の比較的新しい段階のものがあ

る。また、フローテーションの結果FP12～15には動物の骨や植物遺体は含まれていないことが判明

している。

遺物の分布をみると、FP12とP4の周辺、FP13.14とP3の周辺、FP15の周辺とでそれぞれ

異なった特徴がある。

FP12とP4周辺では、土器片が56点（うち2点はFP12中の出土で接合）と、東釧路Ⅳ式ではもっ

ともまとまった出土状況を示している。剥片石器はP4を取りまくように5点、礫石器は礫砥石片と

板状礫各1点、方割礫接合資料はFP12直上で1個体とP4南側で1点が出土している。剥片・砕片

は101点（うち黒曜石95点、花十勝6点）で、遺構中からの出土はない。

FP13･14とP3周辺から出土した土器片は、図Ⅳ－9-22に示した1点(1.7-89, 2.7-06区出土

土器片と接合）のみで、剥片石器も3点に過ぎない。これに対し礫石器と方割礫は集中して出土して

おり、FP14内及び直上から方割礫接合資料3点（いずれも焼けており、 うち1点は台石） 、方割礫

1点、礫2点（うち1点は焼けている）が、P3内からは方割礫接合資料3点（いずれも石皿でやけ

ている） 、礫1点がある。また、周辺出土のものも含めると方割礫接合資料は14個体にのぼり、その

うち12個体が焼けている。その焼け方には、外面だけが焼けて破断面は焼けていないもの、外面と破

断面が焼けているもの、幾つかの破片のみが焼けているものの三種類がある。接合関係をみると、本

地点内の他に2．7，3．7区との間に密接な繋がりがある。 しかも、 2．7，3．7区においても、接合資料の

出土している部分は土器片の分布が極めて薄いという共通性がある。なお、 2.7-76区には重さ17.6～

110.79(平均72.89)の円礫もしくは楕円礫が集中する地点がある（表Ⅳ-32)が、その集石内から

出土した方割礫がFP14北側出土の方割礫と接合していることから、この集石も本地点と同時期のも

のと思われる。剥片・砕片は、FP13内から黒曜石4点、FP14内から黒曜石17点（うち5点が焼け

ている）と焼けた頁岩3点が出土しており、包含層は116点（うち黒曜石106点、焼けた黒曜石1点、

花十勝2点、縞頁岩5点、頁岩2点）が出土している。

FP15の南側には2カ所の剥片・砕片集中地点(F･C集中1.2、表Ⅳ 14.15)がある。 しかし包

含層から出土した剥片・砕片は黒曜石7点のみである。剥片石器は13点（うち3点はF・C集中内出

土） ともっとも多く、出土位置は南東側が中心である。また他の遺物も全て南東側からの出土で、土

器片は東釧路Ⅳ式4点と中茶路式2点、方割礫と礫は各2点があり、礫石器の出土はない。
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出土遺物をみると、破損している例がほとんどで、無傷のものはP3南側出土のたたき石とFP15

南側から出土した石嫉の2点のみである。方割礫接合資料をみても完形に復元できたものは少ない。

また、破断面が焼けている例や破片の一部のみが焼けている例で明らかなように、破損した状態で持

ち込まれ火熱を加えられている遺物が少なくない。同時に、破断面に火熱の影響がみられないものは、

加熱して破損させた後に破片が持ち去られている可能性がある。

土器は周辺及び0.5-96区と接合するが、完形に復元できたものはない。FP12中から出土したもの

が二次焼成を受けている。

F･C1は比較的大きな剥片類も含まれているが、出土状況は極めて集中的である。F・C2は微

細な砕片が主体で比較的まとまって出土している。いずれも一括投棄されたものと思われる。

以上の点から、本拠点の遺構と遺物の在り方は、通常の作業空間とはいささか異なった様相を呈し

ていることは明らかであろう。

木村哲朗(1991)は、焼土とその周辺から出土する遣物との関係に注目し、 「もの送り場」と考え

られる石狩低地帯周辺の遺跡を集成している。それには縄文時代前期前葉から後期後葉の遺跡があげ

られており、遣物の廃棄と送りについての幾つかのパターンが示されている。また、平成2 ． 3年度

に調査された石狩町上花畔l遺跡では、縄文時代前期中葉から後葉にかけての時期に伴う割れた礫

(焼けているものが多い）が多量に出土している。本地点の場合、垂飾などの装飾品や盛土の存在は

確認されていないが、焼土と小ピット、F・C集中、多量の焼けた遺物が出土している点から、木村

のいう『各遣物に、非機能的なある属性を付加させる、特異な“廃棄”の存在を認めることができ、

それに基づく “儀礼行為”が行われた』ことが考えられる。

2 縄文時代前期の遺物集中地点について

1） 第三地点（4.7区、図Ⅳ－1)

中野式に属すると考えられるもので、遺物は土器片74点、剥片石器類39点、礫石器3点と、剥片・

破片の集中が3カ所(F・C3～5、表Ⅳ－14．16) 、剥片1,601点が出土している。

遺物の分布をみると、土器・石器共4.7-56区を中心とした半径3～4mの範囲内に集中しているが、

中央の半径2m内から出土しているのは、土器片・石槍各1点とすり石2点のみで、他の遺物は中央

の空間を取り巻くリング状に出土しており、殊に西側に集中している。また、その北西側外縁に3カ

所のF・C集中がある。

土器は、集中内及び4.6-21区と接合したものはあるが、完形に復元し得たものはない。図Ⅳ－10-

2に示した口縁部片は、 4.7-26区から出土したもので内外面に炭化物が付着している。また同8に示

した口縁部片は、4.7-71区から出土したもので補修孔がみられる。

剥片石器の器種と点数は、石鍼18点、石槍1点、石錐6点、模形石器、つまみ付きナイフ、削・掻

器各2点、R・F7点（うち1点は焼けている） 、U・F1点(4･7-37区と4.7-68区出十の破片が接

合）である。石鑛の形態の分かるものは無柄平基4点、無柄凹基と柳葉形各2点で、他に破片7点、

習作と思われるもの2点、未製品1点がある。また、つまみ付きナイフと削・掻器各1点が破損して

いる。石材は、石錐1点が頁岩の他は全て黒曜石で、 うち2点が花十勝である。

礫石器は、刃部を欠く石斧1点とすり石2点で、いずれも中央より東側からの出土である。

剥片類は、 3カ所のF･C集中と包含層合わせて6,705点が出土しているが、黒曜石以外の剥片は

は縞頁岩20点と頁岩3点のみである。また、焼けているものは黒曜石20点である。

これらの遺物の出土状況をみると、本地点は作業と廃棄の場であったことが窺われる。
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3 擦文時代の竪穴について（図Ⅵ－1～4）

本竪穴は多くの点で通常の住居跡とは異なっている。それを列挙すると以下のようになる。

①大きさが380×320cmと小型で、平面形が隅丸の長方形を呈する。

②カマド及び柱穴がみられない。

③床面が平坦でない。

④覆土下層の堆積がかなり入り組んでおり、焼土及び焼土粒を含む層がみられる。

⑤出土遺物が多く広範囲に及んでおり、F・C集中もみられる。

⑥床面直上の遺物と覆土下層上面の遺物とに密接な接合関係がみられる。

⑦出十十器に底部穿孔及び口縁打欠がみられる（土器1 ． 2） 。

このうち特に問題となるのは⑦であろう。底部穿孔及び口縁打欠は、続縄文時代の土壌墓に副葬さ

れる土器に多くみられる（今年度調査したユカンボシE5遺跡でも、北大式期の土墳墓から出土して

いる） 。擦文時代の早期の例には恵庭市柏木川遺跡（高橋正勝ほか1971） 、千歳市ウサクマイA遣

跡（菊池徹夫ほか 1975） 、同N遺跡（石附喜三男ほか 1977） 、江別市萩ケ岡遺跡（高橋正勝ほか

1982) 、浦幌町十勝太若月遺跡（後藤秀彦ほか 1975)などがある。いずれも土壌墓からの出土で

ある。 この点からみると本竪穴は土壌墓とも考えられるが、覆土の厚さと堆積状況（中央部で約20cm

を計るが、大半はⅡ居士の流れ込み堆積である）からしてその可能性は薄い。

次いで作業小屋の可能性について考えてみたい。折れたラウンドスクレパーや竪穴北東隅にみられ

るF・C集中はその可能性を窺わせるものであるが、 ここでも土器1 ． 2の存在がネックとなる。ま

た、床面直上と覆土下層上面出土の土器片とに、密接な接合関係がみられる点にも問題が残る。

以上のように、本竪穴は通常の住居や作業小屋・土壌墓とは異なった遺構と考えられる。他に類例

のない現状では全く推測の域を出ないが、底部穿孔や口縁打欠のみられる土器に注目すると、想定さ

れるのは蹟小屋などの葬送に関連した施設である。

4 擦文時代の遺物集中地点について（図Ⅵ－1)

1） 1．1区

FP35 (1.1-11区） とその北側の遺物集中地点である。フローテーションの結果、FP35には動植

物遺体は含まれていないことが判明している。

出土遣物のうち土器は、図Ⅵ－8 3に示した1個体で、石器類にはラウンドスクレイパー17点、

U･F、石核、石皿片各1点と、方割礫接合資料1個体がある。また剥片・砕片は全て黒曜石で、F

P35から20点（うち8点が焼けている） 、包含層から51点（うち6点が焼けている）が出土している。

遺物の分布をみると、FP35の約2m北側に土器、ラウンドスクレイパー8点（残りは周辺から出

土している） 、方割礫が集中しており、東側に石皿片、西側に石核とU・Fがある。

土器は一括出土で、口縁から胴上半の一部を欠く。 ラウンドスクレイパーは礫皮を残すものが8点

(うち1点は板状原石） 、残さないものが9点である。刃部はつぶれているもの、刃こぼれ状の使用

痕を残すもの、両方みられるものがある。石核は剥片2点と接合している（Ⅵ-11-54a)が、既に

述べたように剥片は両極打法によって剥がれている。 ラウンドスクレイパーには、基部のつぶれのみ

られるものもあるが、両極打法によって剥片が剥がされる段階で生じたものか、模形石器のように使

用された結果なのかは判然としない。石皿は1.2-23区出土の破片と接合している。方割礫接合資料の

表面には炭化物状の付着物がみられる。

以上の点から、本地点は主としてラウンドスクレイパーを用いる作業場と考えられる。
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2） 2．3区

FP37 (2･3-12区） とその北側の遣物集中地点である。 フローテーションの結果、FP37には動
植物遺体は含まれていないことが判明している。

出土遺物には、土器片、模形石器、 ラウンドスクレイパー、U・F、石核、たたき石、剥片・砕片
集中地点(F・C集中6 ． 7、表Ⅵ-11)と、剥片・砕片がある。

遺物の分布をみると、FP35の北側約1.5mに、ほぼ1mの間隔で東西2カ所の集中がみられる。

東側の集中は、ほぼ30×20cmの範囲から土器片29点（全て接合し甕の胴下半が一部復元できた） 、

F・C集中7 （72点）と破損した模形石器が1点出土し、やや南側から先端を欠いたランウドスクレ

イパ－1点が出土している。

西側の集中は、ほぼ50×40cmの範囲からラウンドスクレパー13点、甕の胴部片、石核、U・F各1

点とF・C集中6 （95点）が出土しており、やや片側から甕の胴部片とたたき石各1点が出土してい

る。 ラウンドスクレイパーは礫皮を残すものと残さないものが6点ずつで、板状原石の例は1点であ

る。刃部はつぶれているもの、刃こぼれ状の使用痕を残すものがあるが、基部につぶれのみられるも

のはない。なお、時間的制約で本地点の石器及び剥片類の接合は十分に為し得なかったが、図Ⅵ-11

33と、No.518及びF･C集中内出土の剥片との接合関係は確認できた（図Ⅷ－1) 。 これをみると、

縦長の剥片に横方向から打撃を加えて二つに折り、それぞれに刃部加工を施していてることが判明し

た。一見破損しているような図番33も実は完形品であり、第Ⅵ章の図や表で欠損したものについても、

再度接合関係や加撃の方向などの再検討が必要である。 これについては機会を改めたい。なお外側の

剥片も、同様に二つに折られているがこれには刃部加工はなされていない。石核は板状原石で、接合
関係は確認できない。

以上のことから、本地点のうち東側の集中については遣物の一括廃棄の場と考えることができ、西

側の集中はラウンドスクレパー製作の場といえよう。

擦文時代のラウンドスクレパーは30余りの遺跡から出土しているが、石核・剥片類と共に集中的に

出土したのは、恵庭市内の南島松4遣跡（上屋真-1991)に次いで二例目であり、南島松4遣跡も

本遺跡とほぼ同時代の土器群が出土している。

ラウンドスクレパー（栂指状スクレイパー）の製作過程については、南島松4遺跡の報告で上屋が

詳細に述べている。それによれば、剥片は小型角礫を素材とし、手持ちで直接打撃による剥離を行い、

手持ちが難しくなった段階で台石等に置き、真上から石などで加筆する両極打法が用いられる。その

後全体が円形になるように刃部を作出している。礫皮を残すものはスクレパー、石核の85％に達し、

残核に刃部を作出していものもある。本遺跡の場合も基本的に南島松4遺跡例と変わるものではない

が、原石の選択に違いがみられ、本遺跡ではほとんど円礫で、板状原石面を残すものはわずか3点に

過ぎない。 このことは、礫皮を残すものの比率が約47％と低い点や、両極打法による剥離が多い点に

関係しているものと思われる。なお、南島松4遺跡にも縦長の剥片を二つに折って刃部を作出してい

る例や、エンドスクレイパー状の刃部をもつ例がみられる。

図Ⅷ－1 スクレイパー接合資料
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Ⅷ成果と問題点
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焼成実験について

焼成実験について

木村哲朗

はじめに

ユカンボシE4遺跡では、焼けた方割礫が多量に出土している。本論は、その形成過程を確認する

ために行った遺物の焼成及び焼土の形成実験の結果報告である。

1 実験の方法

焼土形成実験は、ユカンボシE5遺跡の発掘調査跡地を利用し2カ所で行った。始めに行った地点

をa地点で、後で行った地点をb地点とする。

a地点黒色土（Ⅱ層）と黄褐色土（Ⅲ層）における焼土形成の違いを観察するために、黒色土層の

残る発掘区の杭跡と、その横の完掘部分を使用した。遺物は、黄褐色土の5cm下に土器片、黒曜

石・頁岩の剥片各1点を埋め、黒色土と黄褐色土の3cm下には、それぞれ土器片、礫、黒曜石・

頁岩の剥片各1点を埋めた。また、黒色土層の表面に土器片、礫、黒曜石・メノウの剥片各1点、

頁岩の剥片3点を置き、その状態で一週間放置した。

実験は、市販の薪と現場で伐採されて放置されていた木を用い、一週間おきに1回目は1時間、

2回目は2時間（計3時間)、 3回目は3時間（計6時間）火を燃やした。なお、実験の合間は

シートを掛けて形成された焼土を保存した｡~それぞれの実験中は、灰や澳を取り除かず堆積する

に任せ、実験終了後に取り除いた。土中に埋めた遺物は、 2回目の実験直後に黒色土下3cmのも

を開けてみた以外は終了まで放置した。

b地点遺跡完掘後の黄褐色士（Ⅲ層）上で行った。遺物は土器片3点、黒曜石剥片5点、礫3点で、

全て表面に置き、直ぐに火を焚いた。なお、礫については実験前に水洗いをし、充分に乾燥する

以前に実験に使用している。実験時間は2時間の焼成1回で、実験中も灰や澳を小まめに取り除

き、薪の組み方も通気性を考慮して行った。

2 実験結果

l)焼土の形成

両地点とも、焼土のいわゆる赤褐角角十は周辺にドーナツ状に分布し、中心部は灰色化していた。

これは赤褐色土化する土層が酸素を消費し、中央部は酸欠状態で加熱されるために形成されたものと

思われる。 a地点では、 この灰色土層は実験の回を重ねる毎に広がっていった。また、赤褐色土層と

灰色土居の下に真っ黒な層が形成され、回を重ねる毎に厚くなった。 これは土が“いぶされる”状態

になったために形成されるものであろうか。なお、この黒色土層を含め形成された焼土の厚さは、 a地

点の1回目で0.5cm、 2回目で1cm、 3回目で3cmであり、b地点では0.5～0.7cmである。

2）土器の受熱

a地点の表面上のものは、 1回目の実験でやや赤化したものの、 2回目・ 3回目の実験では灰色に

変化してしまった。これは表面の土層同様酸欠状態で加熱されたために変化したものである。なお、

3回目の実験では新たに土器片1点加えているが同様に灰色化した（写真1）。黒色土下3cmの土器

片は3回目で黒色に変化したが、 これは焼土層下部に形成された真っ黒な層の影響を受けたものと思
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われる。黄褐色土下3cm・ 5cm土器片はともに外見上の変化はない。

b地点の土器片3点は、全て鮮やかな赤褐色に変化した（写真2) ｡

3） 礫の受熱

a地点の表面に置いたものは、土器片同様1回目で赤褐色に変化したものの、 2 ． 3回目では灰色

に変化した（写真3） 。黒色土下3cmのものも、土器片同様3回目で黒色に変化した。黄褐色土下3

cmのものは外見上の変化はない。

b地点の1点は、わずかに赤褐色化し表面にヒビが入るに止まったが、残る2点は砕け、その破片

の幾つかは赤褐色に、幾つかは灰色に変化した（写真4)｡ a地点との差は、水洗いにより湿気を含

んでいたのが原因と思われる。

4） 黒曜石の受熱

a地点では2回目の実験後、上に置いたものの表面が少し溶け、灰や土粒が付着した（写真8）が、

黒曜石特有の光沢は失われていない。埋めたものには何等の変化も認められなかった。

b地点では、 5点のうち1点が白濁して膨張し“カキモチ状"になったが、残る4点には外見上の

変化は起きなかった。

5） 頁岩の受熱

表面に置いた3点のうち、黒灰色と赤褐色を呈するものが1回目の実験で砕けた（写真5は黒灰色

を呈する頁岩の2回目終了後)。 これに対し、珪化木の可能性のある縞頁岩は2回の実験でも変化は

なく （3回目の実験後にはみつからなかった)、 この実験からも一般的な頁岩とは異なる様相を示し

ている。黒色土下3cmに埋めた黒灰色のものは、 2回目の実験後3つに割れていた。色調は、赤褐色

のものがやや黒ずんだほかは外見に変化はない。

6） メノウの受熱

1回目で直接熱を受けた部分が白濁し大きくヒビが入り、 2回目で全体が白濁し砕けた（写真6) ｡

頁岩と違い破片はかなり脆くなっている。

3 まとめ

まず焼土形成で注目すべきは、中央部に灰色土層、そ

の周囲にリング状の赤褐色土層、それらの下位に真っ黒

な土居が形成される点である。

遺物の変化で注目されるのは、それぞれの素材による

反応の差異である。土器片や礫は焼土層の色調に同調す

るような変化の傾向がみられるが、剥片類は焼土層の色

調と無関係に、それぞれの化学的特性に基づく変化を示

すといえよう。また、乾燥状態では6時間の焼成後も域

町の変化しかみられなかった礫が、湿気を含ませること

によって2時間で砕けた点は、焼けた方割礫の形成問題

に一つの示唆を与えるものであろう。

今後は本実験の成果を基に、以前筆者が述べた「焼土

とそこに検出される遣物との特異な関係」 （｢西野幌12遺

跡の焼土について」「北海道考古学第27輯」 1991）につ

いて更に考えてみたい。

Ａ
↑

B
→

Ａ
↑

Ｂ
記

土層注記

1 灰､木炭層（襖や灰が堆樅したﾉ櫛） 2灰色土層（焼成/再）

3 赤褐色土層（焼成解） 4 黒色土層（娩成卿）

5 黒色±層（ 11屑） 6 黄褐色土層（Ⅲ）
水糸レペルは”，6”m

図a地点の焼土の広がり
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ユカンボシE4遺跡出土の植物遺体

吉崎昌一（北海道大学）

（1） 遺跡の性格ほか

ユカンボシE4遺跡は、北海道恵庭市戸磯401-24ほかに広がるユカンボシ川沿右岸の段丘上の遺跡

である。 この地域では、一般国道36号線恵庭バイパス建設工事及びユカンボシ川の改修工事が実施さ

れるが、それに先立って北海道埋蔵文化財センターの手で工事範囲にかかる遺跡の一部が発掘調査さ

れた。調査は平成3年5月7日から同年8月10日かけておこなわれ、発掘された総面積は4,370㎡。

出土した遺物から見ると、縄文時代早期から擦文時代にかけての各時期のものが断続的に検出されて

いる。発掘区で確認された遺構には士擴、落し穴、焼土、竪穴様遺構などがある。 このうち竪穴様遺

構は擦文時代のものが1基確認されているのみである。また、柱穴だけの平地住居らしき痕跡は、ご

く近世の開拓期のものであるという。

(2) 出土した植物種子

遺跡の保存状態の関係であろうか、炭化植物種子の出土数はきわめて少ない。縄文時代早期から後

期にかけての層準からは、クルミを除き分類の明確でない不明種子がわずかに5粒、擦文時代の層準

からはマメ科の種子が2粒、ブドウ属種子破片が1点、不明種子が4粒出土しているにすぎない。そ

のほかにも種子状のものが出土しているが、後述するように植物種子ではなく菌核であった。以上の

種子の出土居準、サンプル土壌の採取区、遺構名などは表に示し、さらに若干の説明を加えておきたい。

クルミ属Ju9jα"sL. 図版 1 No. 5

クルミ内果皮片が縄文時代の各層準から断片的に出土している。炭化した細片ばかりで、あきらか

に人間が破砕した状況が読み取れるが、 とくに集中して出土してはいない。擦文時代の層準からは発

見されていないが、 この出土状態に意味があるかどうかははっきりしない。

マメ科Legz"7z"zosqe図版 l No.1a～lb

No.laに示した資料は長さ1.4mm、幅1.4mm、ややつぶれた球形で中央にヘソがある。加熱によっ

て変形している可能性がある。 1bはヘソ部分の拡大。我々の調べたいくつかの遺跡においてよく見

られるタイプで、何らかの形で人間が意図的に関与していたとも思われるが、詳細は不明である。今

後の出土例の増加と現生資料の確定を待ちたい。

不明種子図版 1 No.2a～2b

図示した資料は長さ1.5mm、幅1.25mm、ほぼ球形で表面に入り組んだ細かなしわが見られる。 こ

のタイプ．の種子もよく見られるものであるが、どの植物であるのか判断しかねている。ユカンボシE

4ではTピット4及び5から5個出土している。

菌核図版 1 No.3a～3b

表面が滑たくでほとんど構造を持たない球形の資料である。最初これが何であるか分からなかった

が、北海道大学農学部五十嵐恒夫教授の教示によって菌核であることが確定した。資料によってはど

の種類であるか判明する可能性があるというが、その生成が遺跡を残した人間と同時間であるとは言

えない。いまのところ、時間と余り関係しない環境指標のデータとして利用できるかもしれないと考

えている。
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ブドウ属硴瓦sL. 図版 l No.4

図示したようなブドウ属種子の破片が地床炉FP-28から1個発見されている。この仲間にはエビツ

ルとヤマブドウがあるがそのどちらとも言えない。

(3)考察

この遺跡の植物種子の出土量は、 これまでに我々が関係調査した北海道内の遺跡としては例外的に

検出数が少ない。調査者によれば、縄文時代早期の層準においては各種の礫を割ったものが大量に出

土し、その分布が焼土と関係している可能性が見られたという。また、擦文時代の竪穴様遺構は居住

の痕跡が認められなかったとのことである。縄文時代については若干の問題は残るにせよ、擦文時代

の遺構、とくに竪穴居住を中心とする集落においては、 これまでの他遺跡の発掘結果を見るかぎり雑

穀種子の出現頻度がかなり高いのが普通である。 しかしながら、この地点からは雑穀種子が検出でき

なかった。このような植物遺体のあり方から考えて、ユカンボシE4遺跡が通常の集落の一部でなく、

多分にセレモニアルな地点ではなかったか、ということを推定させるのではないかと思う。アイヌ民

俗例でも、集落から若干離れた地点にある種の送り場（祭祀的な物送り場）のあることが知られてい

る。そうした特異な場が石器時代以来のいろいろな伝統の中に存在していたとしても不思議ではない

だろう。明確な竪穴住居などの遺構を持たず、さらに出土遺物の傾向に偏りが認められるようなケー

スについては、今後の事例を待って再検討する必要があると考える。

1991年度恵庭市ユカンボシE4遺跡出土炭化植物遺体一覧表

時期
繩文早・誘

遺構名
FP2

FP6

FP10

FP20

FP32

TP4

TP5

竪穴焼土1
竪穴焼土2
FP45

サぞ力し採攻区|ｸﾙﾐ風且)|マメ科(粒)1ﾌﾄｳ属片(粒L届錘雇轟翻
1･ 5-46 >0.011

13．易35, 36 >0.01
4． 8－20， 30 >0.01

4．535， 36 >0.01

2．'46， 47 1
3． 7-11， 21 Z
2．381， 91 3
1．805， 15 2 Z
1．G24 1
1． 7-15， 25 1

>0.011 2~ l l q

諏
瀬

●
●

》
癖

112



ユカンボシE4遺跡出土炭化種子

1b 1aの拡大 約100倍

ー
＝

マメ科？1a

声
＝

~

不明種子2a 約150倍2aの拡大2b

~

‘PＦ
い虫

…韓Xj』 雰鞍埋雪 弁

3aの拡大 約200倍菌核 3b3a

4 ブドウ属

灘
クルミ属内果皮片

スケール「 「 の間隔 1.0mm
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写真図版 図版1

調査区の北側を流れるユカンボシ川(W-E)

発掘風景(S-N)
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図版2

発掘風景調査区南東部(S N)

発掘風景調査区中央部(S-N)
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図版5

焼土FP8の土層断面(S N)

縄文時代早期の土器出土状況2－8区(E-W)
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図版8

焼土FP30 (S-N)

焼土FP32 (S-N)
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図版9

天神山式土器の出土状況(W E)

北筒式土器の出土状況(W-E)
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図版10

竪穴の確認状況(SE-NW)

竪穴覆土上面の焼土調査状況(SE-NW)
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図版11
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図版12

竪穴床面の焼土(N-S)

竪穴(S-N)
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図版13

竪穴床面の地割れ(E-W)

焼土FP35 (E-W)
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図版14

焼土FP36 (E-W)

擦文時代の土器と剥片類の出土状況2．3区(W-E)
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図版16
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図版17

掘立柱建物跡下流側(NE SW)
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図版19

地割れ調査区北端部(SW-NE)

NW)ユカンボシ川に沿って走る地割れ(SE
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図版20
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図版21
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図版24
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図版38
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